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  第１章 魂と霊


  
    ヘブル人への手紙四章十二節

  


  大多数のクリスチャンは「魂」と「霊」の区別を知りません。そして、おもにこの知識の欠如のせいで、多くの献身的で熱心な信者たちは霊の命の完全な成長に欠けています。Ｇ．Ｈ．ペンバーは、この知識の欠如の原因として、「魂と体」（soul and body）という慣用句を挙げています。この句が英語に欠陥を生じさせたというのです*。彼は言います。「英語には『霊と魂（spirit and soul）』という名詞はあるが、それらはあまりにも頻繁に同義語として扱われている。また、英語には後者の形容詞形が存在しない。そのような形容詞が無いために、『魂に属すること』を意味するギリシャ語が『生まれながらの（natural）』とか『感覚的な（sensual）』と訳されている英語の聖書では（コリント人への第一の手紙二章十四節、ヤコブの手紙三章十五節、ユダ書十九節を見よ）、人の三部分性がほとんど隠されてしまっているのである」。


  
    * 日本語の場合、「霊魂」という表現のせいで、「霊」と「魂」が同義語とみなされており、両者の区別が見失われています。（訳者注）

  


  もちろん、ギリシャ語学者たちは、原典で霊、魂、体を表す異なる単語をよく知っています。原典では、霊はプネウマ（pneuma）、魂はプシュケ（psuche）、体はサルクス（sarx）です。しかし、ほとんどのクリスチャンに対して、この区別は隠されています。その結果、異なる事柄、そして自分の平安に決定的に関係している事柄を、彼らは経験的に識別することができません。その知識の必要性は、学問的重要性以上のものになりつつあります。なぜなら、超人的知恵を持つ堕落した大天使は、人の成り立ちを知っており、今、光の天使として、聖霊の御業を真似することと、人の霊の中に住んでいる神の霊の純粋な命の真っ赤な偽物――最も熱心なクリスチャンたちでさえ、ともすると欺かれてしまうほどの偽物――を魂の領域の中に造り上げることに、自分の持つ全知力を傾けているからです。ですから、魂と霊の区別に関する聖書の教えを、救われたばかりの信者にも理解できるようにする必要がありますし、神の御言葉からできるだけ明らかにする必要があります。


  筆者は、ギリシャ語聖書に直接あたって自分で読める人々の必要に応じようとしているのではありません。他の助けを必要としている人々を助けようとしているのです。なぜなら、その人々は神の霊の助けを、命と敬虔において成長するのに必要なものとして熱心に求めているからです。神の霊の助けにより、真理の把握や聖書に示されている霊的事実の霊的理解が可能になります。ですから、ここで読者は立ち止まって、ヨハネによる福音書十四章二六節「聖霊はあなたたちにすべてのことを教えてくださいます」と、ヨハネによる福音書十六章十三節「彼はあなたたちをすべての真理に導き入れます」という約束を、信仰を働かせて、「神の霊はすなおな神の子供に対してご自身の務めを果たしてくださる」という確信をもって受け取ってください。たとえ信者がその真理を頭では知らなくても、聖霊は「魂と霊」の区別を経験的に信者に教えることができます。逆に、学者はギリシャ語表現における「魂と霊」の違いをはっきりと見ているかもしれませんが、その言葉の意味を経験的に知らないかもしれません。つまり学者は、霊的力によるかわりに、知力によってその真理を保持しているのかもしれません。この場合、それは霊の伴わない御言葉の文字にすぎません。さらに、「魂と霊」を分けることを聖霊から経験的に教わった信者の方が、たとえその区別をまだ頭では理解していなくても、神から教わっていないギリシャ語読者より、「真理の言葉」を理解し、「正確に裁断する」ことができます。なぜなら、聖書の御言葉の背後には霊的実際があるからです。生まれながらの人、すなわち「魂に属する」人（コリント人への第一の手紙二章十四節）は、霊的実際を理解できません。霊的実際は啓示によってのみ知りえるのです*。


  
    * コリント人への第一の手紙二章十～十二節、コニーベアとホウソンの訳を見よ。

  


  しかしともかく、欠けている形容詞についてです！Ｇ．Ｈ．ペンバーによると、soul の形容詞を英語で表現するために、ギリシャ語の psychic を用いようという試みがなされているそうです。しかし、一般の用に供するには、この言葉はあまりにも「ギリシャ語然」としています。ヤコブの手紙三章十五節に関して、ペンバーは soulish という単語を用いています。この方が、必要なことを表現するのにより近いように思われます。ストックマイヤーも、「魂に属すること」を意味する単語として、これと同じ soul-ish を用いています。彼は、コリント人への第一の手紙二章十四節に言及して、こう述べています、「ギリシャ語のテキストには、『魂の人（soul-man）』とか、『魂的な人（soulish-man）』という単語がある。spiritual が spirit の形容詞であるように、soulish は soul の形容詞である」。ですから欠けている形容詞として、英語読者は soulish という単語を一般的によく受け入れることができるでしょう。これにより私たちは、「霊的な（spiritual）」クリスチャンや（コリント人への第一の手紙三章一節）、「肉的な（carnal or fleshy）」クリスチャンだけでなく、「魂的な（soulish）」クリスチャンについても述べることができます。この目的のために、この論文ではそれをこのように用いることにします。


  魂と霊の区別に関して、「英語だけでなく、ヘブル語以降のすべての古典言語でも、その区別がされている」とガールは指摘しています。英語の新約聖書では、二つの節だけがその区別をはっきりと示しています。すなわち、ヘブル人への手紙四章十二節「魂と霊を分けて」と、テサロニケ人への第一の手紙五章二三節「あなたたち、霊、魂、体をきよめ」です。しかし、人は三部分からなるのであって、「魂」と「体」だけではないことを英語読者が見るには、この二つで十分です。


  



  「魂」（psuche）とその機能


  



  次に考慮すべきは、「霊と区別される『魂』とは何か？その機能は何か？」という問題です。ここで、聖書に向かう前に、他の著者たちからの引用を紹介することにしましょう。それらの引用の助けにより、「魂と霊を分ける」という言葉で使徒が何を言わんとしているのか、わかるようになるでしょう。そして、どのように「霊、魂、体」は聖なるものとされて、主の来臨の時に責められるところがないように守られるのか、いっそう明確に理解できるようになるでしょう。


  キリスト教時代初期の数世紀に著述した教父の一人であるテルトゥリアヌスは、「肉」（物質的存在）を「魂のからだ」と呼び、魂を「霊の入れ物」と呼んでいます。魂は霊と体の間に位置します。「霊と体が直接交流することは不可能である。媒体によってのみ、両者の交流は可能である」*。「魂」がその媒体です。


  
    * ペンバーの「地球の幼年期」からの引用。

  


  アンドリュー・マーレー博士も、「魂は、体と霊が出会う所、両者の結合点であった」と記しています。「生ける魂である人（創世記二章七節）は、体を通して外側の感覚的な世界と関与し、霊を通して霊的な世界と関与する」*。


  
    * アンドリュー・マーレー博士の「キリストの霊」からの引用。

  


  ペンバーは各々の機能を明快に説明しています。「我々は、体を感覚意識、魂を自己意識、霊を神意識と称することができよう」。また彼は言います、体は「我々に五感を与え」、魂は「現在の存在状態において我々を助ける知性と、感覚から生じる感情を与える」。一方、霊は「神に直接由来する」最も高度な部分であり、「霊によってのみ、我々は神を理解し、礼拝することができる」。


  アンドリュー・マーレー博士の著述はこれと一致します。「人が『生ける魂』になった時、魂に賦与された賜物は、意識と自己決定、もしくは知性と意志であった。しかしこれらは、霊の命を中に入れるための『鋳型・器』にすぎない」。マーレー博士はまた、「霊は我々が神を意識する座であり、魂は我々が自己を意識する座であり、体は我々が世界を意識する座である。霊の中には神が宿っており、魂の中には自己、体の中には感覚が宿っている」*と述べています。


  
    * アンドリュー・マーレー博士の「キリストの霊」からの引用。

  


  さらにペンバーは、人の創造に関して、どのように三部分が形成されたのかを記しています。「神は、最初に感覚のない枠組みを形造り、次にその中に『命（原文では複数形）の息』（創世記二章七節）を息吹かれた。これは、神の息吹が二重の命――（感覚に属するという意味で）感覚的な命と霊的な命――を生み出した事実を述べているのであろう」。彼は脚注の中で付け加えています、「『命（複数）の息』というように複数形が使われているのは、神の息吹が霊となり、同時にそれが体に作用して魂を生み出したことをおそらく意味するのであろう」。


  つまるところ、これらの著者たちはみな、意志、知性、心から成る人格の座として「魂」をほぼ定義しています。魂は、霊的な世界に対して開かれている「霊」と、自然や感覚という外側の世界に対して開かれている「体」との間に位置する人格的実体であり、どちらの世界が人全体を支配統制するのかを選択する力を持っています。


  たとえば、アダムがエデンの園の中を歩んでいた時のことを考えてみましょう。当時、神によって彼の中に息吹かれた霊が、彼の「魂」（知性、思い、意志）を治めていました。そして霊は、「魂」という器を通して、地上の土の幕屋である体により、また体を通して輝き出ました。体は光で輝き、寒さにも暑さにも平気で、自分が創造された目的を完全に果たすことができました。


  



  人の堕落


  



  しかし、ああ、「しかし」と記さなければなりません。人は堕落しました。しばらくして、主ご自身が御言葉の中で描写されたように、その結果があらわになりました。「人が心に思い浮かべる想像はみな、常に邪悪でしかない」（創世記六章五節、改訂訳）。明らかに、「堕落」は魂の知性の領域から始まりました。なぜなら、「エバがその木を見たところ、賢くするというその木は、いかにも好ましかった」（創世記三章六節、改訂訳）と述べられているからです。蛇の誘惑は、土の器、外なる人に対してなされたのではありません。なぜなら当時、体は完全に霊によって治められていたからです。蛇の誘惑は、人の知性と理解力に向けられたのです。そしてそれは、別世界の不可視の領域にある知識と力に進みたいという合法的願望に基づいていました。蛇は、「あなたは神のようになるでしょう」と言ったのであって、「あなたは神によって創造された獣のようになるでしょう」と言ったのではありません！誘惑は知識でした。おそらく、神はその知識を適切な時にお与えになるつもりだったのでしょう。しかし、その時が来る前に、しかも神の御旨から逸れて、人はその知識を取ってしまいました。


  ですから、コリント人への第一の手紙一章十九節の使徒パウロの言葉は、堕落のこの面との関連で非常に意義深いです。「十字架の言葉」は「知恵ある者の知恵を滅ぼす」神の力である、と使徒は述べています。罪は知性の道を通して入ってきました。ですから、救いは堕落した「知恵」を滅ぼす十字架によってもたらされます。人が十字架のメッセージを受け入れるとき、堕落した「知恵」は滅ぼされます。なぜなら、「十字架につけられたキリスト」の宣べ伝えは、人の知恵にとって「愚か」だからです（コリント人への第一の手紙一章十八～二五節）。このように、神はその知恵により、堕落を引き起こした原因を対処する方法で、救いを用意しておられるのです！ですから、パウロは記しています、「もしあなたたちの中に、自分は賢いと思う者がいるなら、賢くなるために愚かになりなさい。なぜなら、この世の知恵は神にとって愚かだからです」（コリント人への第一の手紙三章十八、十九節、改訂訳）。


  さらにエバは、サタン自身の堕落を引き起こしたのと同じ誘惑に負けて、堕落してしまいました。サタンは、「私はいと高き者のようになろう……」（イザヤ書十四章十三、十四節）と言いました。誘惑者は、どのようにエバを魅惑すればいいのかを知っていました。誘惑者は、彼女が持っていたものよりも高度なものを示すことによって、エバを誘惑しました。なぜなら、エバはちりでできた体によって制限されていましたが、彼女の魂（三部分の中でより高度な部分）は知識や成長の価値を認めることができたからです。


  後年になってはじめて、堕落の影響の全貌が明らかになりました。人類の状態の記録から、人類が急速に下降線を辿ったことがわかります。エデンの園で善悪の知識を与えた「知恵」は、やがてその頂点に達しました。人は完全に「肉」の中に落ち込み、人の三部分の中で獣と共通の部分が主導権を握りました。そして、神は堕落した人類を見て言われました、「わたしの霊は人の内にとどまらないであろう。人は道に迷い、肉にすぎないからである」（創世記六章三節、改訂訳）。こういうわけで、堕落したアダムの種族を「死が支配した」だけでなく、最初のアダムと同じ形に生まれた人はみな、「地」に属し、「地的」であり、霊によってではなく肉によって支配されています。「自己」（ルカによる福音書九章二三節参照）の人格である魂は、霊の召使いではなく、肉と地的命の奴隷です。


  今や、再生されていない人の状態は次のとおりです。（１）人の霊は神から分離され、神の命から堕落して遠く離れ（エペソ人への手紙四章十八節）、「神なく」、キリストから離れ（エペソ人への手紙二章十二節）、キリストと交わることができません。（２）魂（知性、思い、意志、自己意識）が体を治めるか、（３）体がその情と欲によって魂を奴隷にして支配するかのいずれかです。人の霊はこのように神に対して「死んで」いますが、暗闇の中で、知性や体と同じように活動に満ちています。中には、再生されていない人の霊の部分の容量が大きいため、暗闇の状態にあるにもかかわらず、霊が魂と体を支配している例もあります。その人は、魂的な人々や肉的な人々よりも多くの「霊」を持っているという意味で、「霊的」であると言えるでしょう。これらの人々は、神の聖霊から離れて霊の世界と交流しようとする人々であり、悪魔的方法で力を受けて、透視などの「オカルトの力」を使える「霊媒」になります。人の霊は、神の聖霊によって再生され、内住されないかぎり、サタンの堕落した霊どもと一つであり、空中の権を持つ支配者、今も不従順の子らの中に働いている霊によって支配されています（エペソ人への手紙二章二、三節）。


  ですから、人の堕落した霊――堕落時に神から分離された――は、いわば、「魂」の器の中に落ち込み、「魂」もまた、使徒パウロが「肉の力」と呼んでいるものの下で、肉の体の中に落ち込んでしまいました。「回心していない人をまぎれもなく支配しているのは魂である。魂は知性として現れる場合もあれば、感情として現れる場合もある。時には、魂は知性と感情の両方を伴って現れる。これが十九節でユダが述べたいことである。ユダ書十九節は次のように訳されるべきである。『この人たちは分裂を起こし、霊を持たず、魂によって支配されている人間です』」*。


  
    * ペンバーによる。

  


  フォウセットは、この節の注解の中で、これをとても明快に述べています。「人間存在の三区分で神が意図されたあるべき状態は、『霊』が第一となって、体と霊の間に位置する魂を治めることであった。しかるに、生まれながらの人の場合、霊は動物的魂の中に落ち込んで、それに隷属しているのである。動物的魂の動機や目的は地的である。『肉的な』人は、さらに低い状態に落ち込んでいる。これらの人の場合、最も低い要素である肉がおもに支配しているからである」*。


  
    * ユダ書十九節に関するフォウセットの注解より。

  


  「再生のとき、再び生かされて新しくされるのは、暗くなって堕落した人の霊である」*。これが、「イスラエルの教師」に主が語られた言葉の意味です。彼は宗教的知識を多く知っていましたが、主は彼に言われました、「あなたたちは上から生まれなければなりません」（ヨハネによる福音書三章三節、および七節の欄外）。また、主は後に弟子たちに言われました、「人を生かすのは御霊であって、肉は何の役にも立ちません」（ヨハネによる福音書六章六三節）。


  
    * アンドリュー・マーレーの「キリストの霊」からの引用。

  


  上からの新しい命が人の堕落した霊に届く方法を、主の御言葉は示しています。「御霊は欲するままに吹く（中略）御霊から生まれる者もみな、そのとおりです」（ヨハネによる福音書三章八節、改訂訳）。神の霊が人の霊を新しい命によみがえらせる根拠は、ヨハネによる福音書三章十四節に示されているように、罪人の身代わりとして十字架上で死なれた神・人の死です。この死のおかげで、「御子の中へと信じる者は、一人として滅びることなく、永遠の命を持ちます」。


  十字架と堕落は、全く完全に対応しています。一方は他方の救済手段です。第一に、救い主が十字架上で死ぬことにより、罪が取り除かれなければなりませんでした。これにより、聖霊は罪人を赦すことができるようになりました。第二に、罪人は魂と体の束縛から逃れる道を与えられなければなりませんでした。こうして、人の三部分は再調整され、霊が再び支配し、体は単に外側の物質的器、魂を通して働く霊の道具として活動するようになります。


  この逃れの道は、罪人が救い主と共に死んだことを示す聖書の多くの箇所で、明らかにされています。解放のためにそれを適用する方法については、後で十字架の完全な意義を考える時に見ることにします。


  



  第２章 「肉的な」クリスチャン


  
    さて、兄弟たちよ。私は、あなたたちに向かって、

    霊的な人に対するようには話すことができないで、

    肉的な人、キリストにある幼子に対するように話しました。

    （コリント人への第一の手紙三章一節、改訂訳）

  


  繰り返しになりますが、「魂」は自己意識（人格、意志、知性）の座であり、神意識の座である霊と、感覚・世界意識の座である体との間に位置します。ガールは言います、「『魂』は、その命と活動力を、より高度な部分である霊から得るか、より低次な動物的部分から得るかのいずれかである」。ラテン語で「魂」を表す言葉はアニマ（anima）であり、体を生かす要素を意味します。


  人が回心する時、その人の霊は再生され、堕落した霊に命を与える神の霊によって、命によみがえらされます。回心した人の魂は、下からの動物的な命によって支配されるか、上からの霊の命によって支配されるかのいずれかです。ですから、クリスチャンには三種類あると言えるでしょう*。この信者の三種類は、聖書で次のようにはっきりと述べられています。


  
    １．霊の人―――神の霊によって支配されている人。神の霊は、新しくされた人の霊の中に住んで、力を与えます。

    ２．魂の人―――魂（知性や感情など）によって支配されている人。

    ３．肉の人―――肉によって支配されている人。肉的な習慣や欲求、「肉の力」に従う人。

  


  
    *人には二種類しかありません。救われた人と救われていない人、再生された人と再生されていない人です。しかし、信者の場合、神の命における成長や知識によって、数種類に分かれます。

  


  コリント人への第一の手紙三章一節で使われている言葉は、「魂」を意味するプシュケ（psuche）ではなく、「肉的」を意味するサルキコス（sarkikos）です。この言葉は、ローマ人への手紙八章七節にある言葉の形容詞です。「肉の（sarx）思いは神に敵対します」。この御言葉によると、「プシュケ」すなわち魂の命が神に敵対するのではなく、肉の思いが神に敵対します。生まれながらの人、「魂の」人は、御霊に属する事柄を受け入れることも、理解することもできません（コリント人への第一の手紙二章十四節）。これは真実です。しかし、魂的であるという理由だけで、その人は敵対していると言われているのではありません！事実上、使徒パウロはコリント人に次のように書き送りました、「私はあなたたちに向かって、霊の人に対するようには、神の深い事柄を話すことができませんでした。（なぜなら、生まれながらの人、「魂の人」は、神の深い事柄を受け入れることができないからです。）私はあなたたちに向かって、肉の人に対するように話すことを余儀なくされました」*。彼らは真に再生されており、「キリストの中」にありましたが、肉によって支配されていました。そのため彼は、彼らのことを依然として「肉的」（肉）な者として描写する以外なかったのです。これは、妬みや争いという肉の行いの現れから明らかでした。「肉の行いは明らかであって、不品行、汚れ、好色、偶像崇拝、魔術、敵意、争い、そねみ、怒り、党派心、分裂、異端、ねたみ、酩酊、遊興、そういった類のものです」（ガラテヤ人への手紙五章十九～二一節）。信者の間に見られるこれらの現れはどれも、ある程度、「サルキコス（sarkikos）」、すなわち肉の命の働きのしるしです。肉の命は、魂（人格）の通路を経て、妬みや争い等として現れます。このような人は、「魂の」人、生まれながらの人ですらなく、霊を再生されて命によみがえらされたにもかかわらず、「肉にしたがって」歩んでいる人です。このように「肉によって」歩んでいる人は、神を喜ばせることはできません。


  
    * フォウセットによる。

  


  使徒はコリントの信者たちのことを、「肉的」（肉）な者、依然として「キリストにある幼子」である者として描写しています。これからはっきりとわかるように、「キリストにある幼子」は、霊の命の初期の段階にあり、ほとんど肉の支配下、または「肉の中」にあります。再生により、彼らは真に「キリストの中」にあります。すなわち、彼らはキリストの命をもって真によみがえらされ、キリストの霊によりキリストの中に植えられています。ヨハネによる福音書三章十六節で、「御子の中へと信じる者は、永遠の命を持ちます」と記されているとおりです。しかし、これらの「キリストにある幼子たち」は、生ける信仰によって真にキリストの中にありますが、十字架が分離するものをまだすべて理解しているわけではありません。十字架の分離する働きは、彼らが十字架上の彼の死の中にバプテスマされて、彼の命によってよみがえらされることによります。


  使徒の言葉を見ると、彼がこれらのコリント人たちを責めているのは、彼らが依然として「幼子」だったからです。幼子の段階は長く続くべきではありません（ヘブル人への手紙五章十一～十四節と比較せよ）。霊の再生は、神からの命の霊の息吹を通して来るものであり、十字架上の神の御子の贖いの犠牲を単純に信じる信仰に基づきます。霊の再生の後、救い主と共なる罪人の死（ローマ人への手紙六章一～十三節）の理解が直ちに続かなければなりません。その理解は、「肉」にしたがった生活からの解放をもたらします。明らかに、コリントのクリスチャンたちは、まだそれを知りませんでした。


  肉的なクリスチャン、キリストにある幼子のしるしを、使徒はとてもはっきりと描写しています。今日の信者はみな、自分もまた「依然として肉的」なのかどうか、これらのしるしによって判断できます。ここでこれは、十字架の解放を考慮するよう私たちを導きます。


  



  十字架の解放


  



  「キリスト・イエスのものである人たちは、肉を十字架につけてしまったのです」（ガラテヤ人への手紙五章二四節、改訂訳）。使徒はガラテヤ人への手紙の中で、「肉の働き」の描写をこの言葉で終えています。その箇所で彼は、「霊の」人（聖霊が内住している霊によって支配されている人）が生活の中で結ぶべき「御霊の実」を、対照的に示しています。


  「依然として肉的な」「キリストにある幼子」は、十字架の意義を十分に理解する必要があります。なぜなら、神の御旨におけるキリストの死の意義は、「古い人」が彼と共に十字架につけられたこと、そうして、「キリストのものである人たちは、肉をその情と欲と共に十字架につけてしまった」ことだったからです。十字架は、再生されていない人に対して、罪が贖われる場所、小羊の血によって罪の重荷を取り除かれる場所として啓示されました。この十字架は、キリストにある「幼子」、「肉的な」クリスチャンが、たとえ長年再生されていたとしても、肉の支配からの解放を得なければならない場所でもあります。それは彼が、「肉にしたがって」ではなく、「霊にしたがって」歩み、やがて「霊的」になり、キリストにあって完全に成長した人となるためです。


  ローマ人への手紙第六章は、キリストの十字架による解放の大憲章です。キリストにある幼子はこの大憲章を知る必要があります。なぜなら、この大憲章は解放の根拠をはっきりと示しているからです。ガラテヤ人への手紙五章二四節などの節は、解放の根拠を短く述べているだけです。


  キリストと共に死んだことを認め、体の「行い」を死に渡すことによってのみ（ローマ人への手紙八章十三節、改訂訳：コロサイ人への手紙三章五節）、信者は御霊によって生き、歩み、行動することができます。こうして、信者は霊の人となります。パウロはローマ人に書き送りました、「私たちが『肉の中に』あった時、罪の欲情が私たちの体の中に働いて、死に至る実を結ばせていました。しかし今、私たちは（中略）死んだので、律法から解放されました」（ローマ人への手紙七章五～六節、改訂訳）。


  清い聖なる神の御子は、「罪深い肉の様で」木にかけられ、「罪のための供え物」となられました。彼は、罪人の身代わりとして、罪のために、罪に対して死なれました。神はこのように、御子と真に結合されている信者の「肉の罪」の生活を、永遠に処罰されました。信者が「肉にあって」（コリント人への第二の手紙十章三節）生きているのはそのとおりですが、それは信者がまだ物質的体の中にあるという意味です。しかし、ひとたび信者が、神ご自身の御子が「罪深い肉の様」で木にかかっているのを見、彼にあって自分が罪に対して死んだことを知るとき、その時から信者は、物質的体に関するかぎり「肉にあって」生きますが（ガラテヤ人への手紙二章二〇節）、もはや「肉にしたがって」歩まずに（体の要求や欲求にしたがって歩まずに）、「霊にしたがって」歩むようになります（神の聖霊が内住している新しくされた自分の霊にしたがって歩むようになります）。（ローマ人への手紙八章五～六節参照）


  カルバリの十字架における神の御子の御業により、その死の受益者である罪人は、自分のために死んでくださった身代わりと一つにされました。この御業に基づいて、自分が「罪に対して死んでいる」ことを「認める」よう、贖われて再生された信者は命じられています。なぜなら、「私たちの古い人は彼と共に十字架につけられた」からです。このとき、信者の霊の中に住んでおられる神の聖霊は、「罪の体」（堕落した人全体の中にある罪の全領域）を「滅ぼし」て廃棄する*という神の御旨を、究極的に遂行することができます。ただし、人は自分の側で、「罪に治めさせること」（ローマ人への手紙六章六、十一、十三節）を、常に忠実に拒まなければなりません。この時、「キリストにある幼子」は、「肉」の支配や統制が終わったことを知り、昇天した主との真の結合の中へと霊の中でよみがえり、キリスト・イエスにあって神に対して生きるようになります。


  
    * 欽定訳の「滅ぼされる」という言葉を、アルフォードは「終わらされる」と訳しており、ダービーは「無にされる」と訳している。この言葉は、「無効にする」（ローマ人への手紙三章三節）、「空しくする」（ローマ人への手紙三章三一節）、「無効にされる」（ローマ人への手紙四章十四節）、「解き放される」（ローマ人への手紙七章二節）、「解放される」（ローマ人への手紙七章六節）とも訳されている。ローマ人への手紙六章六節の最高の訳が何であれ、「罪の体」は信者を罪に束縛する力を持たなくなったことを、この節が意味していることは明白である。（Ｗ．Ｒ．Ｎ．）

    　その語源は、「失業させること、不毛、空虚、不要にすること」を意味する。それゆえ、「罪の体」（最初のアダムにあって、私たちが性質的に受け継いでいるすべてのものを事実上含む）を実際に「廃棄すること」は、主が天から到来して、「私たちのいやしい体」が「彼の栄光の体に同形化される」時（ピリピ人への手紙三章二一節）、はじめて究極的に達成されるのである。

  


  これを理解した「キリストにある幼子」は、今、「神に生きる」ことの意味をいっそうよく知るようになります。そして、霊にしたがって御霊によって歩み、肉の欲望を満たすことをやめ、自分の全存在を治める権利を、神の霊が内住している霊に明け渡します。これは、「肉にしたがった」歩みに再び陥ることがないということではありません。これは、「御霊に属する事柄」を思い、「罪に対して全く死んだ」ことを常に認め、「御霊によって体の行いを死に渡し」（ローマ人への手紙八章十三節、改訂訳）、命の新しさの中を歩むときの話です。


  



  第３章 「魂の人」


  
    生まれながらの人（魂の人）は、神の霊に属する事柄を受け入れません。

    それらは霊的に識別されるものだからです。

    （コリント人への第一の手紙二章一四節、原文）

  


  十字架を知り、「肉にしたがって」歩むことをやめる段階に達したクリスチャンたちは、「自分は今や『霊的な』信者であり、神の霊によって全く新しくされ、導かれている」と思うかもしれません。しかしこの時、最も重要な学課がやってきます。アンドリュー・マーレー博士が言うには、それは「思いや意志の力による魂の過度の活動」の危険性に関する学課であり、「教会も個々の信者も恐れなければならない」「最大の危険」*です。


  
    * アンドリュー・マーレー博士の「キリストの霊」の補遺からの引用。

  


  霊において再生された信者は、御霊から生まれました。信者の霊の中には、神の霊が住んでおられます。信者は十字架の啓示を受けました。そして十字架は信者に、肉にしたがった生活を克服する道を示しました。信者は今、命の新しさの中を歩み、「肉の働き」として現れる罪に打ち勝ちます。しかし、ここで問わなければなりません。人の人格そのものである「魂」と、知性や感情の活動についてはどうでしょうか？「肉の働き」を離れた人の活動を促しているのは、どちらの力でしょうか？次の二つのうち、信者はどちらによって生かされ、支配されているのでしょうか？


  
    １．上からの霊の命。最後のアダム、命を与える霊である、復活した主からの命。

    ２．下の領域からの命。最初のアダムの堕落した命。

  


  キリストと共に罪に対して死んだことを理解し、習慣的に「肉にしたがって」歩むことをやめるとき、信者は「霊の人」となり、「完全に潔められる」―――今日、このような考えが普及していますが、私たちはすでにこの考えの誤りを指摘しました！肉や肉の命の支配からの解放は、「魂的」でなくなること、天然の命にしたがって歩まなくなることを意味しません。なぜなら、「罪に対する死」や「肉」の磔殺は、贖われた人の内に成されるべき、神の霊の働きの一つの段階にすぎないからです。信者は「サルキコス、sarkikos」（肉的）ではなくなったかもしれませんが、依然として「サイキカル、psychical」（魂的）かもしれません。つまり信者は、霊の領域、神意識の領域に生きずに、魂の領域に生きているかもしれないのです。


  これをはっきりと理解するには、「肉的」ではなくなって、「肉にしたがって」生きることをやめた、「魂的」クリスチャンの特徴について考えなければなりません。


  すでに見たように、魂には、それを自己意識の座とする中心的人格だけでなく、知性や感情もあります。信者は、ガラテヤ人への手紙五章十九～二一節に描かれている、明白な「肉の働き」からは完全に解放されているかもしれませんが、その知性や感情はいまだに、「プシュケ（psuche）」あるいは「動物的な魂の」命によって動かされているかもしれません。つまり、知性や感情はまだ新しくされておらず、再生された人の霊を通して働く聖霊によって、十分に生かされていないかもしれません。ですから魂的なクリスチャンとは、命を与えるキリストの霊（コリント人への第一の手紙十五章四五節を見よ）によってではなく、最初のアダムの命によって、その知性や感情をいまだに支配されている人のことです。信者が霊によって歩む時、命を与えるキリストの霊は、知性や感情を完全に支配下に置かれます。信者の知性や感情が依然として「魂的」であっても、聖霊は信者の霊の中に住んで、「体の行いを死に渡す」ことを可能にすることができます。


  例として、知的生活の問題を取り上げましょう。ヤコブの手紙の一節は、天的な知恵と生来の魂的な知恵の違いを明確に示しています。それによると、「上から」ではない知恵は、（１）地的であり、（２）魂的*であり、（３）悪魔的（改訂訳）であって、ねたみ、党派心、分裂、分派を生み出します。それに対して、上からの知恵は、人の霊の中に住んでおられる神の霊からであり、純真、平和、寛容、慈悲によって特徴づけられており、「えこひいきがない」という神の特質があります（ヤコブの手紙三章十七節）。純粋な天的知恵には、魂の命の要素（自己意識、自己の意見、自己の見解）が全くありません。ですから、争いやねたみではなく、平和をもたらします。魂的な知恵の三番目の特徴である「悪魔的」という点については、別の関連で取り扱うことにします。


  
    * プシキコス（psychikos）。改訂訳では、「天然的な（natural）」「動物的な（animal）」と訳されています。この単語は「魂に属すること」を意味します。

  


  ヤコブの手紙のこの節の光により、神の教会の状態と、教会が多くの宗派や「分派」に分裂した理由がはっきりとわかります！ああ、ねたみや争いなどの「肉の働き」は、信仰を告白する神の民の会衆の中に、「党派心、分裂、分派」（ガラテヤ人への手紙五章十九、二〇節）をしばしば引き起こします！しかし、信仰を告白する教会内の不和の原因には、もう一つあります。魂的な知性が、その分裂の要因です。魂的な「知恵」を用いて神聖な真理を扱うことは、キリストに従う者たちを分裂させようとする悪鬼どもの働きを助長するのです。


  「知性は、神の霊によって導かれないなら、間違いを犯しやすいだけでなく、あらゆる賜物の中で最も危険である」とペンバーは述べています。しかしクリスチャンの間で、神聖な真理を把握し、霊的実際を理解するのに、なおも知性が頼りにされています。しかし、聖書は告げます、「『魂の』人（魂的な信者を含む）は、御霊に属する事柄を『受け入れる』ことができません。なぜなら、それらは霊的に識別されるものだからです」。


  また、分裂や不和をたびたび引き起こすのは、聖潔の教師や教授たちの内にある魂的な要素です。これら「異なる」人々の心の中には、確かに愛があるかもしれませんが、それにもかかわらず、その「相違」が分裂を引き起こします。なぜなら、信者の中の魂的な要素に働くことができる悪魔の勢力は、一致点を強調するかわりに、「真理観」の相違を常に強調・誇張し、熱心な信者たちを駆り立てて、「神を証しする」という名目の下、彼らの「真理」観のために戦わせさえするからです。ああ、熱心な信者たちは、「自分は他の人々の祝福を求めている」と思っているのですが、「改宗者を一人つくるのに、海と陸とを飛び回る」（マタイによる福音書二三章十五節）ことにより、知らず知らずのうちにパリサイ人と同じことをしているのです。


  「真理観」や「はっか、いのんど、クミン」に関して、言葉の上で厳密に同じであることに固執し、「律法の中でさらに重要なこと」をおろそかにするのも、クリスチャンの内にある魂的要素です。福音の時代において、「律法の中でさらに重要なこと」はキリストの律法であり、信者たちが成長して「信仰の一致」（エペソ人への手紙四章三、十三節）に達する条件として、信者間の愛と御霊による一致を課します。


  つまり、悪の超自然的力によって影響されている魂の命は、信仰を告白する人たちや神の真の子供たちさえも分裂・分離させる主要な原因なのです。ユダは、「この人たちは分離する人々であり、魂によって支配されている人間です」（十九節）と記しています。欽定訳では「自らを分離し」と訳されており、改訂訳テキストでは「分裂をおこす」と訳されています。「これは、彼らが傲慢であることを意味する。彼らは、自分は他の人々と違って、優れた聖性、知恵、独特な教理を持っていると思っているのである」とフォウセットは注解の中で記しています。フォウセットはまた、欽定訳と改訂訳で「感覚的な」と訳されているこの節の言葉を、文字どおり「動物的魂の」と訳しています。


  「優れた聖性を持っている」として「自らを分離すること」は、常に魂の命のしるしです。主イエスは言われました、「人の子のために、人々があなたたちを憎む時、また人々があなたたちを分離する時、あなたたちは幸いです」（ルカによる福音書六章二二節、改訂訳）。使徒パウロも、分離に関する質問に答えて、「各自は自分が召された召しの中にとどまっていなさい」、「その中に神と共にとどまっていなさい」と言いました。神ご自身が、光の中を歩んでいる者と暗闇の中にとどまっている者とを、光であるご自身の臨在によって「分離」されます。「暗闇」の中を歩むことを選ぶ人は、光の中にとどまっている人を追い出すか、自分も光の中にもたらされるかのいずれかです。聖霊を宿している人でも、「魂によって支配される」おそれがあります。これらの魂的な人たちは、常に「自らを分離し」、「分裂を起こし」ます。こうして彼らは、自分たちが「魂的」であって「霊的」ではないことを、幾分身をもって示します。


  魂の命の他の器官は感情です。感情は肉体の感覚から生じます。ここで再び、クリスチャンは魂的なものに支配されて、それを全く「霊的」であると思い込むおそれがあります。ペンバーは言います、「感覚に訴えることによって、何らかの聖なる霊的影響を及ぼせるという考えを、聖書心理学の知識は一掃する」。しかし、感覚を通して霊に達することが、多くの教会奉仕の目的であり、福音を宣べ伝える多くの伝道集会の目的ですらあります。この問題に関するペンバーの言葉は啓発的です。「輝かしい建物、豪華な祭服、視覚に訴える絵画的儀式、甘い香水の香り、聴覚に訴える美しい音楽。これらのものは、最高に心地よい感覚で人の意識を魅惑するかもしれないが、魂までしか届かない。我々の霊は感覚からの影響を受けない。我々の霊は霊からのみ影響を受けるのである」*。彼はまた、神から見た私たちの成り立ちの順序が霊、魂、体であることも指摘しています。「神の感化は霊の中から始まる。次に、神は感情と知性を掌握し、最後に体の抑制を開始されるのである」。サタンの観点では、これは逆転します。ヤコブの手紙三章十五節では、（１）地的、（２）魂的、（３）悪魔的という順序です。サタンの感化は土の体によって入り、次に魂を捕らえ、可能ならばいつでも霊に入り込みます。


  
    * ペンバーの「地球の幼年期」からの引用。

  


  ここに示されている事実はなんと厳粛でしょう！これこそ、真のクリスチャンの内なる命のしるしを帯びていない、名ばかりのキリストの礼拝者たちが教会に満ちている理由です！悲しむべきことに、これらの礼拝者たちの存在は、彼らが無意識のうちに霊の中で神を求めて叫んでいることを示しています。しかし多くの場合、その要求は決して満たされません。なぜなら、彼らの魂の命しか顧みられていないからです。真理の文字を知的・魂的に提示することにより、彼らの知的器官は顧みられているかもしれません。あるいは、心を静める音楽や、静思の時の落ち着かせる効果により、彼らの感覚的命は満足させられているかもしれません。しかし、彼らは霊と真理による真の神礼拝に導かれていません。霊と真理による神礼拝だけが、神に受け入れてもらえるのです。


  このような影響はすべて退けるべきでしょうか？決してそうではありません。しかし、それらは「魂」を救いません！それらは、聖書の真理が朗読されている所に人を連れて来ることにより、たとえ説教者がそれを説いていなくても、救いの道を備えてくれるかもしれません。義に寄与するこれら外側のものにはみな、それなりの価値や役割があります。


  しかし、ここに深刻な問題があります。魂を貫くだけで、再生する力によって霊に達しない影響は、人を迷わせて、人を「見えるところは敬虔であっても、その力を持たない者」*にし、イエス・キリストの霊的な宗教を異教の哲学やカルトの水準にまで引き下げてしまうのです。そのため、「魂の人」にすぎない「宗教的な」人々は、神の御子をモハメッドや孔子と同列に置いて、この世の「宗教の一つ」としてキリスト教を論じます。しかし、ペンテコステの初代教会の時代のように、人々は神の大能の力を見せつけられねばなりません。初代教会の時代、神は大能の力をもって、失われた世界の唯一の救い主である御子の御名を証しされました**。


  
    * テモテへの第二の手紙三章五節（訳注）

    ** 使徒の働き四章十二節（訳注）

  


  また、確立されない回心者の割合が多いのも、膨大な福音宣教の働きの効果がたちまち消え去ってしまうのも、宣教の働きが感覚や魂の感情に訴えることによってなされているためです。働き人が過労に陥って、最終的にしばしば「燃え尽きて」しまうのも、多くの場合このためです。ある投稿者は次のように記しています。「働き人が神経衰弱に陥るのは、公的・私的に人々に向かって語る時、熱意、感覚、感情、力といった、魂的・天然的人を用いているからではないでしょうか？体にストレスや疲労や涙を強いずに、御霊は真理に命を賦与できるのではないでしょうか？我々は『興奮』せずに神の真理を語れるのではないでしょうか？言葉があなたの口から出て、人々の心の中に入った後、あなたやあなたの証しによらずに、神はあなたの言葉に力を賦与できるのではないでしょうか？もし私の推測が正しければ、遙かに少ない労力で、もっと多くの働きがなされうるように思われます」。


  ある人は、生まれつき「情熱的な」魂を持っていて、その情熱的な魂で人々の魂の感情を揺り動かすかもしれません。しかしその時、人々の信仰は神の力によって支えられずに、話し手の力や知恵によって支えられることになります*。アンドリュー・マーレー博士は、教会や個々の信者が恐れなければならない最大の危険は「思いや意志の力による魂の過度の活動」であると言っていますが、私たちは今、この言葉の意味を理解できます。昔のクエーカーたちは、これを「被造物的活動」とよく呼んでいました。それは明らかに、神の奉仕の中で用いられている被造物の力であって、復活した神の御子の賜物として与えられている聖霊と霊の中で協力しようとすることではありません。


  
    * コリント人への第一の手紙二章四、五節（訳注）

  


  知者が、まだ霊を再生されていないにもかかわらず、不死の魂の永遠の運命を扱うのを、私たちは見かけます。また、意志の強い人が、その意志と支配的個性を人々の良心や生活に対して及ぼすのを、私たちは見かけます。ですから、喫煙コンサートや、音楽的催しや、人気の話題に関する講演等により、人々の心を動かして神にもたらそうとする計画は、他人を助けることを願う人々の内にある「魂」の様々な型の所産にすぎません。このような人々は再生されているかもしれませんが、「魂によって支配」されており、自分の霊の中に神の霊が宿っていることを知りません。信者の霊の中に宿っている神の霊は、その内住する力により信者を強めて、人々を救う神の使者として用いることができます。


  しかしキリスト教会には、非常に少数ながら、神の霊の内住を知っている、あまり「魂的」ではない、別の部類の人々がいます。これらの人々は、その宗教経験において「魂と霊」が混交している人々であり、自分の意識領域の中に神の臨在を常に感じないかぎり満足しない人々です。その結果彼らは、自分の内に聖霊が住んでおられるにもかかわらず、しばしば魂の命の領域の中に落ち込んでしまいます。なぜなら、霊の命も、神と協力して働く人の霊の活動も、理解していないからです。


  「魂」は知性と感情だけから成るのではありません。聖書からわかるように、魂は、愛情、喜びや悲しみの力といった人格の座です。次のように記されています。


  
    「わたしの魂は、悲しみでいっぱいです。」（マタイによる福音書二六章三八節）

    「私の魂は、主をあがめます。」（ルカによる福音書一章四六節）

    「今、わたしの魂は騒いでいます。」（ヨハネによる福音書十二章二七節）

    「あなたたちは、忍耐によって、自分の魂を勝ち取ることができます。」（ルカによる福音書二一章十九節）

    「彼の義しい魂を痛めていたからです。」（ペテロの第二の手紙二章八節）

    「不安定な魂を誘惑し」（ペテロ第二の手紙二章十四節）

  


  ですから、体に肉体的個性があるように、魂にも個々の個性があることは明らかです。そして、喜び、愛、悲しみ、忍耐などを入れる容量を持つ、魂のこの形態は（もしこのような表現を使ってもかまわないなら）、第二のアダムの霊の命から魂の器の中に注がれる霊的喜びで満たされることもできますし、あるいは、最初のアダムの劣った命から魂の器の中に流れ込む魂的（感覚的）喜びで満たされることもできます。後者の場合、聖霊によって内住されているにもかかわらず、魂のこの様々な容積の領域内で動物的魂の命が果たす役割の程度に応じて、信者は「魂的」になります。信者は、魂的喜びに固執して、自分の感情の領域内に生きるかもしれません。信者は、神意識の場所である霊の中に生きるのではなく、自己意識の座の中に生きるかもしれません。そうして、純粋な神意識の領域（再生された人の霊）ではなく感覚意識の領域で、霊的「経験」を求めてやまない信者たちの仲間入りをするかもしれません。


  ここで、悪霊どもが魂の命の各面にどのように働くのかを見ることにしましょう。


  



  魂と暗闇の勢力


  
    もしあなたたちの心の中に、ねたみや敵対心といった苦い感情があるなら、

    真理に逆らって、傲り偽って語ってはなりません。

    そのような知恵は、上から下って来るものではなく、

    地に属し、非霊的性質（ギリシャ語、psychical、サイキカル）に属し、悪霊どもに属しています。

    （ヤコブの手紙三章十四、十五節。ウェイマス訳）

  


  すでに見たように、改訂訳では、「このような知恵は上から下って来たものではなく、地的であり、感覚的*であり、悪鬼的（悪魔的、改訂訳欄外）です」となっています。すでにこの節を引用しましたが、悪の勢力と動物的魂の命の関係を確証するために、再び引用することにします。この御言葉は、「肉の働き」に言及しているのではなく、人の知的器官、すなわち魂に言及しています。このテキストの御言葉によると、悪霊どもは人の肉的性質に働くのと同じくらい確実に、人の魂的部分にも働きます。


  
    * すなわち、生まれながらの。原文のギリシャ語は「魂に属すること」を意味します。

  


  これほど明白に真理が述べられているのを見て、びっくりします。驚くべきことに、ねたみや敵対心といった苦い感情はみな、知識の獲得や所有をめぐって、魂の命に働く悪霊どもによって引き起こされるのです。フォウセットが記しているように、その起源は地獄です。


  神の真の子供たちの多くは、これをほとんど理解していません。彼らは、醜悪な罪や「肉の働き」の現れの中に悪魔的影響を認めることはできますが、現代文明の最高峰と思われているものの領域内にそれを認めることができません。これは、堕落に関する神の御言葉の宣言を、彼らが喜んで認めようとしないためです。最初の創造は完全に腐敗と死の中に沈んでいるため、「人の心の思い」の「想像」（知的観念）ですら、神の目に「邪悪でしかない」のです*。そしてまた、この全体的堕落の背後には蛇の毒があります。蛇は「知恵に対する願望」という経路を通して侵入しました。


  
    * 創世記六章五節（訳注）

  


  贖われた人が新しくされる過程では、肉の命であれ、魂の命であれ、堕落した命の要素が活発なままの方が、悪の勢力にとっては好都合なのです。なぜなら、「霊的」になるにしたがって、信者はますます栄光の主と霊の中で実際に結合されるようになり、それゆえますます悪霊どもの力を逃れ、悪霊どもを認識し、悪霊どもと戦うために装備されるようになるからです。しかし最初に、次のことをはっきりと認識しなければなりません。「堕落」は、堕落した大天使であるサタンの嘘を信じた結果でした。そして、サタンが成功した時、堕落した人類の中に毒が入り込みました。その毒は人のあらゆる要素中を巡っています。これによりサタンは、人の三部分すべてに出入りする力を得ました。すなわち、（ａ）堕落した霊は神に対して死んでおり、暗闇の君によって支配されている地獄の暗黒の霊の世界に対して開かれています。（ｂ）知性、想像、思い、意志、愛情を含む魂は、最初のアダムの堕落腐敗した命によって支配されています。（ｃ）それゆえ、体と魂のすべての器官は、毒殺者の力に対して開かれています。こういうわけで、使徒ヨハネは率直な言葉で、「全世界は悪しき者の中に横たわっています」（ヨハネの第一の手紙五章十九節）と宣言しています。


  堕落した人は、神の御子の命の血によって贖われる必要があるだけでなく、暗闇の力から神の御子の王国の中に実際に移される必要があります。そして、罪の力と動物的な魂の命の力から解放されることにより、霊から始まって、存在のすべての領域を段階的に実際に新しくされる必要があります。最初の創造がとても素晴らしい働きだったように、再創造も実に素晴らしい働きです。被造物は、動物的魂と動物的肉の中に全く落ち込んでしまいましたが、再創造によって再び霊の領域の中に引き上げられ、霊に魂と体を治めさせるようになります。三位一体の神だけが再創造の働きを成し遂げることができました。御父は御子を与え、御子はご自身の命を与え、神の霊は三位一体の御旨を成就するために忍耐と愛をもってご自身を与えられました。


  暗闇の君は、人が束縛から解放される過程をことごとく邪魔します。これは容易に理解できます。私たちは、暗闇の君の力に対して開かれている堕落した創造の要素を、はっきりと知る必要があります。暗闇の君が再生されていない人を完全に支配していることを、エペソ人への手紙二章二節ははっきりと示しています。使徒はその箇所で、「肉と心の欲望」（魂的生活）を行う「御怒りの子ら」は完全に彼に支配されている、と述べています。ですから、人の霊が命によみがえらされ、罪の力から解放されたとしても、魂の命と肉体の要素は悪の勢力に対して開かれているのです。


  
    １．魂の命に働く悪の勢力の影響

    魂的な知恵は、悪霊どもが自分の計画を成し遂げるためにそれを用いる時、「悪魔的」になります。たとえば、敵は人の心の中に偏見や先入観をこっそり植え付け、決定的瞬間にそれを用いて、神の霊の働きを邪魔することができます。たとえ信者の心と霊が神に対して真実だったとしても、敵は信者の思いを通して働きます。これは、今日の神の教会における、最も深刻な事実です。なぜなら、善良な人々の様々な「考え」は、この世の不信仰や憎しみ以上に、神の霊をしばしば妨げるからです。また、魂の命の感情の領域においても、敵は生まれながらの命を掻き立てて、神の霊の深い働きを抑圧阻止し、神の声を聞こえなくすることができます。

    

    ２．肉体に働く悪の勢力の影響

    敵は神経系に働くことができます。敵は、「肉の働き」や一般的に罪と称されているものに加えて、悪の勢力に対して開かれている多くの他の要素や、人体固有の動物的引き付けを用います。これらの要素は、人の器の「構成」自体の中にあります。信者は、神の光が自分の複雑な存在を照らすよう、熱心に求めなければなりません。それは、自分自身を知るためであり、復活した主に対するへりくだった信頼によって行動し、歩む方法を学ぶためです。イエスの血を仰ぎ、聖書の御言葉に絶対的に服従し、自分をすべての真理に開き続けるなら、信者は悪しき者から守られます。聖書の真理は、信者が悪霊どもに与えてしまった立場――そこから悪霊どもは信者を攻撃し、信者の思いや体に入り込みます――を、ことごとく光で照らします。

  


  暗闇の勢力はきわめて狡猾です。彼らは人の気質や肉体の不調といった「自然の」状態に沿って働きます。あるいは、それらの状態を擬似的に造り出します*。彼らは肉体的病や精神的病を見張り、それを自分たちの働きのための隠れ蓑、「口実」として利用します**。


  
    * 敵の攻撃は自然の領域や物質の領域で行われることがあります。しかし、その攻撃の源は、その領域にはありません。

    ** 真理のこの面に関する十分な説明については、「聖徒と戦い 神の子供たちの間における偽りの霊どもの働きに関する教科書」（The Overcomer Book Room 刊）をご覧ください。

  


  



  第４章 いかにして「魂」と「霊」は切り離されるのか


  
    神の言葉は生きていて、活動しており、どんな両刃の剣よりも鋭く、

    魂と霊、関節と骨髄を切り離すまでに刺し通して、

    心の思いと意図を素早く識別します。

    （ヘブル人への手紙四章十二節、改訂訳）

  


  ヘブル人への手紙四章十二節のこの注目すべき節は、魂と霊の区別、両者を互いに「切り離す」必要性、それがなされる手段をはっきりと示しています。これは、信者が真に「霊の中で神にしたがって」生きる「霊の」人となるためです（ペテロ第一の手紙四章六節）。ペンバーはこの節に関して、次のように指摘しています、「使徒がここで言っているのは、神の御言葉の切り離す力である。祭司が全焼のいけにえの皮をはいで、四肢をばらばらに切り離したように、神の御言葉は人の存在全体を霊、魂、体に切り離す」。


  フォウセットは次のように記しています、「神の言葉は『生きていて』、『力があり』（活動的・効果的で、ギリシャ語）、『人のより高度な部分である霊から、動物的魂を分けるにまで至る』」「神の言葉は、魂と霊、関節と骨髄を切り離すまでに刺し通し、肉的・動物的なものから霊的なものを分離し、魂から霊を分離する」「神の言葉は、緊密に結合している人の非物質的存在、魂と霊を分ける」「この描写は、祭司の剣によって、文字どおり関節を切り離し、骨髄を刺し通してさらけだす所から取られている」。


  神の霊が信者の霊の宮から自由に活動するかわりに、信者は魂の命によって支配されるおそれがあります。この危険性に対して目を開かれている信者にとって、ヘブル人への手紙四章十二節はとても示唆的であり、教訓的です。フォウセットの言葉はこれを示しています。


  霊の人になることを願う信者のうちに、直ちに次のような疑問が生じるでしょう、「私はどうすればいいのでしょう？どうすれば、私の歩みや奉仕の中にある魂的なものを識別できるのでしょう？」。いま考察しているテキストによると、私たちは私たちの大祭司に自分を明け渡さなければなりません。この方は「もろもろの天を通って行った」方であり、この方の目に「すべてのものは裸であり、あらわにされています」（ヘブル人への手紙四章十三節）。この方が祭司の務めを果たされます。彼は、鋭い両刃の剣である御言葉を用いて、私たちの内にある魂と霊を切り離すまでに刺し通し、「心の思いと意図」さえも識別されます。フォウセットは注解の中で、「『思い』と訳されているギリシャ語は心や感情に言及しており、『意図』または『知的観念』と訳されている言葉は知性に言及している」と記しています。


  主は、私たちの肉体的・道徳的弱さに同情することのできる、「あわれみ深い、忠実な大祭司」（ヘブル人への手紙二章十七節、改訂訳）となるために、人となられました。この方だけが、祭儀用の剣*を用いて、思い、感情、知性、知的観念さえも刺し通し、魂の命を忍耐強く「切り離す」ことができます。なんという働きがなされなければならないのでしょう！聖霊が内住している霊が支配し、あらゆる思いを虜としてキリストに従わせるには、動物的な魂の命が取り除かれなければなりません。ではどうやって、動物的な魂の命は、その「関節と骨髄」さえも貫いて探知され、取り除かれることができるのでしょう？私たちの大祭司は、決してしくじったり、諦めたりされません。主は裁きの中から勝利をもたらされます。ただしそれは、人が自分を主の御手に委ね、主に信頼する場合です。主は神の霊により、生ける御言葉の剣を振るってくださいます。


  
    * ヘブル人への手紙四章十二節で使われている「剣」という言葉は、もともと、祭司が儀式で用いた剣を意味します。（訳注）

  


  しかし、その手順はいかなるものなのでしょう？人のなすべき分は何でしょう？この偉大で精妙な働きにおいて、信者はどのように大祭司と協力すればいいのでしょう？


  （１）絶対的な従順。人は、自分を全焼のいけにえとして十字架の祭壇上にささげて、主の働きに全く同意しなければなりません。大祭司イエス・キリストは、その霊により、信者の存在全体をご自身の死に同形化されます（ピリピ人への手紙三章十節）。すなわち、動物的な魂の命が「霊」から「切り離される」まで、主は決して休まれないのです。その結果、人は神の霊が流入・流出する器となり、神の霊は信者の霊の宮から自由に流れることができるようになります。


  （２）いつも目をさまして熱心に祈る。信者は聖書を調べつつ、神の御言葉の鋭い刃が魂の命から出るすべてのものに振るわれるよう、祈らなければなりません。また信者は、ペテロ第一の手紙一章二二節「あなたたちは、真理に従うことによって、あなたたちの魂を清めました」（改訂訳）にのっとって、御言葉と自分に与えられた光に、直ちに従わなければなりません。


  （３）毎日十字架を負う。生活環境の中で毎日十字架を負うとき、信者は罪と「肉の働き」に完全に勝利することができます。他方、神の霊は、魂から霊を切り離すいっそう精妙な働きを進めて、霊にしたがって歩む方法を信者に教えてくださいます。


  信者がこのように自分を祭壇（十字架）上に置き、天の大祭司――この方は御言葉の剣を振るって、信者の内に働いてくださいます――に信頼するとき、魂と霊は分離されます。主イエスが人として地上を歩まれた時、弟子たちに語られた十字架への招きの中に、この分離がなされる方法を見ることができます。


  



  １．十字架と魂の愛情


  
    自分の十字架を負ってわたしについて来ない者は、わたしにふさわしい者ではありません。自分の命（プシュケ、魂の命）を見いだす者はそれを失い、わたしのために自分の命（プシュケ、魂の命）を失う者はそれを見いだします。（マタイによる福音書十章三八、三九節、改訂訳および欄外）

  


  この節は、主が御名によって十二人を送り出す時に、彼らにお与えになった命令の中に出てきます。主は彼らに、「家族の者がその人の敵になります」と警告しておられます。そして、キリストの要求と家族の要求が一致しない時、十字架の道で主に従うことは家庭生活で「剣」を意味することを示しておられます。神の既知の御旨と愛する者の意向とが衝突する時、魂的な愛情と霊的な愛情を切り離す「剣」が通常やって来ます。これは、「自分の十字架を負い」、「すすんで磔にさえされ」*、たとえ父や母や「自分の家族の者」との間に不和が生じたとしても主に従うよう、信者に強います。


  
    * 我々は「十字架を負う」という表現を「試みに耐える」という意味で使うことに慣れきっている。そのため、我々はこの節の主要かつ適正な意味――すすんで磔にさえされる覚悟――を見失いがちである。（フォウセット）

  


  キリストご自身の場合もそうでした。「あなたの父と母を敬いなさい」と言われた方は、身内の者たちが「彼は気が狂ったのだ」と判断した時（主は御父の働きに取り組んでおられたのです）、「わたしの母、わたしの兄弟とは誰か？」と言わなければなりませんでした。このように十字架を負うこと、家族の要求よりもキリストへの従順を優先することは、天然的な愛情にとって、魂を剣で刺し通されるような苦しみを意味します。この時、愛情の中にある魂の命は実際に「失われ」、愛情面に関して清められた「魂」の器は、御霊による神の愛の流入に対して開かれます。それにより、信者はもはや自分のために愛する者たちを愛するのではなく、神のために、神にあって、神を通して愛するようになります。


  劣った命は、優った命に交換されます。すなわち、「魂」は人格と容量において同じ「魂」のままですが、今、最初のアダムの肉的な魂の命によってではなく、最後のアダムであるキリストの霊によって霊から支配されます（コリント人への第一の手紙十五章四五～四八節参照）。


  ルカによる福音書では、魂の愛情に関する十字架の剣の働きが、いっそう明確に描き出されています。主は「憎む」という言葉を使って、「わたしのもとに来て、自分の父、母、妻、子、兄弟、姉妹、そのうえ自分の命までも憎まない者は、わたしの弟子になることはできません」（ルカによる福音書十四章二六節）と述べておられます。ここでもまた、「命」という言葉は「プシュケ」であり、動物的な命、魂の命を意味します。マタイは、「わたしよりも愛する者は………」*という言葉で、神を第一とするのか、愛する者たちを第一とするのか、意志を試します。しかしルカは、主が用いられた御言葉を記録しており、その御言葉は、愛情の中に浸透している魂の命に対する、キリストに全く献身的に従う人の姿勢を描写しています。愛情の清めには、このような姿勢が必要なのです。このような信者は、家族関係の中に入り込んでいる「自分の命（プシュケ）」を「憎」まなければなりません。そうするとき、この領域で信者の「魂」は「霊」から切り離されます。自分の魂の命を「憎み」、「失う」ことによって、より高度で純粋なキリストの愛の命が家族の堅い絆の中に浸透します。神ご自身が、人の姿の御子を通して、これを定め、よしとされたのです。


  
    * マタイによる福音書十章三七節（訳注）

  


  



  ２．十字架と魂的な利己主義


  
    だれでもわたしについて来たいと思うなら、自己を否みなさい。なぜなら、自分の命（魂、改訂訳）を救おうとする者はそれを失い、わたしのために自分の命（魂）を失うものはそれを見いだすからです。 （マタイによる福音書十六章二四～二六節）

  


  マタイは後に再び、主の同様の御言葉を記録しています。しかし今回は、主ご自身の十字架に関する主に対するペテロの言葉により、この御言葉が引き出されました。ペテロは「ご自分をあわれんでください」と言いましたが、主は、ご自身に従う道は「自己を否むこと」を意味すると返答されました。ここで、魂の命が「自己」という言葉で要約されています。「自己」は、自己憐憫、利己主義、苦難からの自己逃避といった、あらゆる形の自己中心性として現れます。要するに、人に「自分の命を救」わせるもの、人々のために神の力によって「魂」を死に至るまでも注ぎ出させないものは、すべて自己なのです。


  キリストのために十字架の道を選ぶことは、肉的な魂の命を「失って」、キリストの純粋で神聖な命を魂の器の中に持つことを意味します。このキリストの命は、魂の器を通して、世の祝福のために犠牲にされ、注ぎ出されなければなりません。


  福音記者マルコは、マタイによる福音書の御言葉を再び繰り返しています（マルコによる福音書八章三四～三六節）。ルカも同じことをしていますが、「毎日」という言葉を付け加えています*。これは、魂の命を注ぎ出して犠牲にすることに関して、毎日、十字架を選び、その効力を経験する必要があることを示しています。これは、ローマ人への手紙第六章や他の書簡に示されている十字架の面とは明らかに異なります。ローマ人への手紙第六章や他の書簡では、旧創造の死は成就された事実として理解されるべきものであり、信者が「自分は罪に対して死んでおり、キリスト・イエスにあって神に対して生きている」ことを「認める」時、実際化されます。


  
    * ルカによる福音書九章二三節（訳注）

  


  ３．十字架と地上のものに対する魂的な執着


  
    ロトの妻を思い出しなさい。自分の命（魂）を得ようとする者はそれを失い、自分の命（魂）を失う者はそれを救って生きます。 （ルカによる福音書十七章三二～三三節、改訂訳）

  


  ここでまた、主によって同じ強調的な御言葉が繰り返されていることがわかります。この御言葉は、自己の利益、自己保存本能、地上の財産への執着と関係があります。魂の命には、危難の時に「持ち物」を惜しみ、それを手放そうとしない習性があります。主イエスは、この習性を指摘して、「ロトの妻を思い出しなさい」と言われます。


  より高度な霊の命を得る法則は、「得る」ために「失う」ことです。魂の命は地上の宝を求めますが、地上の宝は放棄されねばなりません。そして、人生の浮き沈みの中で試みが臨む時、再び信者の姿勢を通して、これに関連して「魂と霊の切断」がなされます。試みの日々の中にあったある人々について、「彼らは自分の財産が奪われても、喜んで忍び通した」と記されています（ヘブル人への手紙十章三四節）。「財産」に対するこの姿勢は、命を犠牲にすること以上に、神の恵みのいっそう大きな現れであることがしばしばです。


  地上のものに執着する習性を持つ魂の命を放棄することが、キリストの霊の命を「得る」条件です。神意識の座である霊から魂の器の中に注がれるキリストの霊の命は、それと共に神の豊富を保証します。そのため、信者は地上の宝にとらわれなくなり、万人に訪れる試みの時、容易に地上の宝を放棄することができます。


  神の子どもたちが、「家」や「持ち物」に夢中になって、神の王国をおろそかにするのは、明らかに「魂」の面であって、霊の命ではありません。神の子どもたちが地上の必需品に固執して過度に占有される時、偉大な大祭司の「魂と霊を切り離す」剣の働きが必要です。それは、血によって買い取られた者たちが上にあるものを愛するようになり、「あなたたちはすでに死んでおり、あなたたちの命は、キリストと共に神のうちに隠されているからです」（コロサイ人への手紙三章一～四節）とある御言葉が成就されるためです。


  



  ４．十字架と魂的な自己愛


  
    自分の命（魂）を愛する者はそれを失い、この世で自分の命（プシュケ、魂の命）を憎む者は、それを保って永遠の命（ゾーエ、より高度な命）に至ります。（ヨハネによる福音書十二章二五節、改訂訳）

  


  魂の命と、魂の人格によって現されるより高度な霊の命との対比が、とてもはっきりとここに描き出されています。今、魂の命は自己愛として、「自分の魂を愛するもの」として要約されています。「自分の魂」とは自分自身にほかなりません。すでに見たように、魂の命は家族愛の中に入り込んでおり、自己憐憫、自己防衛、地上の財産への自己執着となって現れます。要するに、魂の命は「私の家族」「私自身」「私の財産」という言葉で要約されるのです。いずれの場合も、「自己愛」がそこにあります。


  主の御言葉によると、これらはみな、損失――永遠の損失――を招きます。なぜなら、それらはみな、最初のアダムからの命に由来するものであり、魂の人格を通して現され、霊が「魂」を治めるのを妨げ、天からの主である最後のアダムの純粋で神聖な命が現されるのを妨げるからです。


  それを保つことは罪なのでしょうか？そうです、光が来る時、私たちは真理を見ます。いっそう深い意味においても、それは罪です。もっとも、それは知られざる罪です。最初のアダム、すなわち「生まれながらの人」の命は、罪によって全く毒されています。ローマ人への手紙第六章に述べられている「罪に対する死」を理解し、その結果、「肉にしたがって歩む」ことをやめて、「肉の働き」の現れがない人々でさえ、それは愛情の領域の中に入り込んでおり、自己愛、自己憐憫、自己執着、その他のあらゆる自己中心性として表れます。これは、知性、感情、愛情を通して働くため識別しにくいですが、罪と呼ばれなければなりません。


  



  解放の道


  
    キリストの愛が私たちを縛っています。なぜなら、私たちはこう判断したからです。一人の人がすべての人のために死なれたからには、すべての人が死んだのです。そして、彼がすべての人のために死なれたのは、生きている人が、もはや自分自身にではなく、彼に生きるためです。（コリント人への第二の手紙五章十四～十五節、改訂訳）

  


  魂と霊を切り離す働きは、主ご自身により、神の御言葉を用いる主の霊を通してなされます。神の御言葉は生きていて活動している「剣」であり、人の非物質的存在の最も深い部分まで刺し通します。


  しかし、人には自分のなすべき分があります。信者の同意と協力がなければ、神の霊はその働きを遂行できません。短く要約すると、人の側の協力の条件は次のとおりです。


  １．信者は、魂と霊を切り離す必要性を見る必要があります。そして、いけにえが祭壇上に置かれるように、その働きによく同意する必要があります。


  ２．生活環境の要請により実際に「切断」の働きがなされる時、信者の意志は常に神の側になければなりません。


  ３．ローマ人への手紙六章一～十四節に述べられている十字架の基礎を、常に維持しなければなりません。自分が「全く罪に対して死んでいる」ことを認め、死ぬべき体を「罪に治めさせ」てはならないという命令を積極的に実行するなら、「肉」がその「情と欲」と共に十字架につけられているのを信者は見いだします（ガラテヤ人への手紙五章二四節）。それと同じように、信者は今、魂の命によるいっそう巧妙な形の罪に対して、すなわち、行き過ぎた自己愛や自己憐憫などの邪悪な「自己」に対して、自分が全く死んでいることを認めなければなりません。


  ４．これらの条件を満たした信者は、今、自分の光、目的、信仰を実践しなければなりません。そして、魂の命の侵入をすべて慎重に拒み、霊の中でより高度なキリストの命に自分を開いて、神の霊によって示されるあらゆることに忠実でなければなりません。


  ５．信者はあらゆることで、「霊にしたがって歩む」ことを求めなければなりません。また、霊に従って魂を拒むために、何が霊で何が魂かを識別することを求めなければなりません。また、霊の法則によって歩んで、実際に「霊の」人となるために、霊の法則を理解することを求めなければなりません。


  以上の条件を満たす時、信者は実際に新しい人となります。なぜなら、天の大祭司の御手が、御霊の剣である十字架の力により、魂と霊を切り離すまでに刺し通すからです。十字架の剣は魂の命を追跡して、その関節と骨髄、魂の内なる諸部分――魂の活動の源や魂の愛情の「骨髄」――にまで至ります。さらにそれは、思い、感情、知的観念の中にある魂の命を識別しさえします。信者は今、ますます喜びに満ち、ますます容易に、聖書の御言葉にしたがって歩みます。また、神の摂理によって与えられたものとして、毎日「十字架」を負います。「十字架上でキリストと共に死んだ」事実を、ますます明瞭になる幻によって理解するにつれて、信者の霊はますます魂から切り離され、命を与える霊である復活の主に本質的に結合されます。その結果、信者は主と「一つ霊」となり、その人霊は貧しい世にキリストの霊を流し出す経路となります。


  



  第５章 「霊的な」（プネウマチコス）クリスチャン


  
    霊の（プネウマチコス、pneumatikos）人は、すべてのことを識別します。 （コリント人への第一の手紙二章一五節）

    そして平和の神ご自身が、あなたたちを全く聖別し、あなたたちの霊（プネウマ、pneuma）と魂（プシュケ、psuche）と体（ソーマ、soma）を完全に守って、責められるところのない者にしてくださいますように。 （テサロニケ人への第一の手紙五章二三節、改訂訳）

  


  すでに見たように、テサロニケ人への手紙のこの節は、英語で人の三部分性を明白に示している、二つしかない箇所のうちの一つです。この節はまた、人の三部分をあるべき本来の順序で述べています。注目すべきことに、神の子どもたちの多くは、テサロニケ人への手紙のこの節を引用して祈る時、しばしば「体、魂、霊が聖別されますように」と順序を変えてしまいます。このことは、信者が神の霊によって照らされ、人のあらゆる他の活動においてだけでなく思いにおいても霊が支配的地位に戻されないかぎり、思いが無意識のうちに堕落した創造の真の状態を伝えることを示しています。


  使徒は、テサロニケ人のための祈りの中で、「霊的な」信者の絵を包括的に与えています。使徒は回心者たちのために、彼らが全く聖別されるように、という祈り以外の祈りができませんでした。それはまさに、「………キリストにあって『全き』人、『完全に成長した』人をささげるためです。このために、私もまた労苦しているのです」と、彼がコロサイ人に書き送ったのと同じでした。彼が用いた「完全に成長した」という言葉は、「成熟に至るまで成長したこと」*を意味します。彼は言います、「私は神に祈ります。あなたたちの霊、魂、体すべてが、責められるところのないように守られますように」（欽定訳）。「全く聖別される」ことの次に、「責められるところのないように守られる」ことが続きます。簡単に言うと、これは次のことを意味します。


  （１）霊に関して：人はまず、御子の贖いの働きを通し、聖霊によって、霊の中で再生されます。霊なる三位一体の神は、再生された人の霊の宮の中に住まいを定められます。


  （２）魂に関して：霊の中に住まわれる三位一体の神は、魂（人格）の器を通してご自身を現されます。それは、（ａ）神の御旨と全く一つである意志によってであり、（ｂ）聖霊によって更新され、照らされている知性によってであり、（ｃ）完全に人の支配下にあり、あの同じ御霊によって導かれている感情によってです。


  （３）体に関して：三位一体の神は、霊の中に住み、魂の通路を通してご自身を現し、体を完全に支配下に置かれます（コリント人への第一の手紙九章二七節）。神は、各肢体を「義の武器」（ローマ人への手紙六章十三節）として直ちに従わせ、こうして外なる人（体）をまさに聖霊の宮（コリント人への第一の手紙六章十九節）とされます。


  
    * コロサイ人への手紙一章二八～二九節。コニーベアの脚注を見よ。

  


  これが、「成熟」に至るまで成長した「霊的な」信者です。彼らは、霊・魂・体を全く聖別されており、自分の存在の中心たる宮の中に住んでおられる平和の神により、責められるところのないように（間違いを犯さないことではありません）「完全に守られる」必要があります。


  



  どのようにして魂的な人は霊的になるのか


  



  しかし、どのようにして、信者は「魂的」な段階を過ぎて、実際に「霊的」な人になるのでしょう？フォウセットは、「霊的な人は、霊が支配している人であり、それゆえ、その同胞を抜きん出ている人である」と記しています。「霊の支配」とは、神の霊が肉的・魂的な人を支配されることを意味するだけでなく、再生された霊が、魂や体よりも強くされて、両者を支配することをも意味します。再生された霊は、神の霊によって内住され、強められます。パウロはエペソ人のために、「あなたたちの内なる人が、力をもって、御霊により、強められますように」*と祈りました。この「内なる人」は再生された人の霊を意味します（モール司教）。


  
    * エペソ人への手紙三章十六節。（訳注）

  


  「霊の人」は、「霊にしたがって歩み」、霊を「思う」人です。このように、彼の霊は聖霊と共に働きます。そのため、第二のアダムのいのちを与える霊は、自由に、完全に、魂の諸機能（思い、想像、理性、判断）にいのちを与え、体の肢体を生かし（ローマ人への手紙八章十一節）、それらを通して完全な最高の御旨を実現することができます。


  これが実現されるには、「霊」から「魂」を切り離すというヘブル人への手紙四章十二節に描写されている神の取り扱いの消極面だけでなく、テサロニケ人への第一の手紙五章二三節に描写されている積極面も、信者は理解しなければなりません。平和の神は、霊を所有し、霊を通して働き、魂と体がその適正な機能を果たすよう配慮することにより、すべてを「聖別」されます。


  「主に結合される人は、主と一つ霊です」（コリント人への第一の手紙六章十七節）と使徒は記しました。「あなたたちもキリストの体を通して、律法に対して死に渡されました。それは、あなたたちが別の方、すなわち、死人の中から復活させられた方に結合されるためです」（ローマ人への手紙七章四節、改訂訳）。ここで、霊におけるキリストとの「結合」、合一がはっきりと述べられています。この「結合」、合一は、十字架の働きの目的であり、結果です。復活・昇天した主とのこの合一は、ただ霊の中でのみ可能であり、信者の霊が魂の覆いから分離される時、経験上実現されます。なぜなら、ストックマイヤーが述べているように、復活した主は魂の花婿とは言えないからです。人の人格である魂は、主がご自身のいのちを現すための器でしかありえません。主は信者の霊と結合して「神のために実を結びます」。


  ですから霊の人は、神の御言葉による魂と霊の切断を通して、「魂」の束縛から霊を解放された人です。ブロムレーは一七七四年にこう記しました、「信者の霊は、その覆いから引き上げられて、本質の合一、霊と霊の合一、一つ霊によって主に結合された。これにより、魂と体は信者を通して、主ご自身の御旨、いのち、愛を表すための媒体として仕えることができる」。


  この光により、ガラテヤ人への手紙五章十八～二四節に記されている「肉」の「働き」と「御霊」の「実」の対比が、とても際立ったものとなります。「肉」は働いて、その忌まわしい現れを表に現し出します。しかし、ローマ人への手紙第六章のカルバリの面（肉の磔殺）と、神の御言葉による魂の霊からの切断を知る人の内で、主に結合された霊は実（実の形による、いのちの自然な現れ）を結びます。この実は、魂（人格）において、また魂を通して、愛、喜び、平和、寛容、親切、善意、誠実、柔和、自制といった様々な形で現されます。


  御霊の「実」の一つとして述べられている「自制」という言葉からわかるように、神の霊は人の「自己」（人格、「魂」）を治める手段として使われます。ですから、自己や魂を意味する人格は、破壊・抑圧されるべきではなく、内住するキリストの霊を表現する媒体となるよう高められるべきです。つまり、「愛、喜び、平和」といった「御霊の実」は、魂のいのちから発するのではなく、人の霊の中の聖霊から発して、「魂」を通して現された愛を意味するのです。


  霊からいのちを得ている「魂」には、様々な活動機能があります。聖書には、それらの機能を描写している節がたくさんあります。


  
    「霊の中で燃え」（ローマ人への手紙十二章十一節）

    「信仰の霊」（コリント人への第二の手紙四章十三節）

    「霊にある愛」（コロサイ人への手紙一章八節）

  


  これらはみな、人の魂（人格）の通路を通して現された霊の活動です。人の知性を通して「知恵」が現され、人の意志を通して「決意」が現され、人の愛情の部分を通して「愛」が現され、人の感情を通して「喜び」が現されます。これらはみな、人の霊の永遠の深みから発するのであって、人の感覚だけから発するのではありません。


  



  霊のいのちの法則


  



  この段階で、霊のいのちの法則と、霊にしたがって歩む方法を、信者は学ばなければなりません。これはとても重要です。これらのことを学ぶなら、聖霊に協力しそこなうことや、サタンの欺く霊どもに機会を与えることはないでしょう。サタンの欺く霊どもは、真の霊のいのちの偽物を魂の領域に造り上げて、信者を欺こうとします。信者はこの偽物に気がつきません。彼らの狙いは、信者をおびき寄せて、無意識の内に再び魂の領域の中を歩ませることだからです。霊を魂から解放されて「切り離された」霊の人は、魂や体によってではなく、霊によって歩み、霊によって支配されている人です。しかしこれは、霊の人は二度と魂のいのちに巻き込まれることはありえない、ということではありません。霊の人でも、霊の法則を知らず、霊に治めさせることに失敗するなら、再び魂のいのちに巻き込まれるでしょう。何が霊、魂、体からなのかを識別する方法、霊を自由に保ち、神の霊に開き続ける方法、絶えず聖霊と協力するのに必要な条件を、霊の人は学ばなければなりません。霊の人は、悪霊どもの攻撃を見抜いて、対処できなくてはなりません。悪霊どもは、霊の人の霊を攻撃して、神との交わりを妨げようとします。あるいは、霊の機能を麻痺させ、受動的にさせて、霊を魂に追いやろうとします。これに失敗すると、悪霊どもは霊の人の霊を過度の活動に駆り立てようとします。その狙いは、自分たちの攻撃に対する絶え間ない抵抗を阻止して、妨害することです。


  霊にしたがって歩むには次のことが必要です。（１）信者は何が霊なのかを学ばなければなりません。そして、霊の要求に注意を払って霊を消さない方法を学ばなければなりません。例として、霊を圧迫されている人を考えましょう。その人は圧迫に耐えながら仕事を続けます。仕事は困難ですが、その原因を調べている時間はありません。圧迫が耐えられなくなるに及んで、その人は問題を突き止めざるをえなくなります。しかし、その人は最初に霊の要求に注意を払い、短い祈りで神に「重荷」を渡し、敵からのあらゆる圧力を退けるべきだったのです。


  （２）信者は自分の霊を識別できなくてはなりません。そして、自分の霊が聖霊と協力していない時、直ちにそれを見抜き、霊を神との交わりの静けさから引き離しつつある攻撃を、すべて急いで退けなければなりません。


  （３）信者は、悪霊どもの毒が自分の霊に触れた時、それを見抜かなければなりません。敵は、悲しみ、悪意、不平、ぐち、あらさがし、短気、苦々しさ、傷心、嫉妬などを、信者の霊に直接注入します。信者は、自分の霊の中に注入された、悲しみ、憂鬱、ぐちに抵抗するべきです。なぜなら、解放された霊の勝利の生活は、喜びを意味するからです（ガラテヤ人への手紙五章二二節）。信者が霊にしたがった生活を送っている場合、今あげた様々なものが霊に触れたとしても、それは「肉の働き」の現れではありません。しかし、信者がそれらを見抜いて、直ちに拒否・抵抗して対処しないなら、それらはすぐに肉の領域に達してしまいます。


  （４）信者は、自分の霊がいつ魂と体を支配する正しい地位にあるのか、知らなければなりません。戦いや情勢といった緊急事態の時でも、霊を酷使してはなりません。以下は霊の三つの状態であり、信者はそれらを識別して対処できなくてはなりません。


  
    （ａ）抑圧され、打ち砕かれ、「ダウン」した霊

    （ｂ）正しい地位にあって、静穏に治めている霊

    （ｃ）「静けさ」から引き離され、緊張状態にある、駆り立てられている霊

  


  人が霊にしたがって歩み、これらの状態を識別するなら、霊が抑圧されている時、それを「引き上げる」方法がわかります。また、過度の熱心さや霊の敵の圧迫により、霊が静けさから引き離されている時、意志の穏やかな働きにより、その行き過ぎを抑制する方法がわかります。


  人の霊は電球のようです。神の霊と接触しているとき、それは光に満ちます。しかし、神から離れているとき、それは暗闇です。人の霊には神が内住しています。「人の霊は主のともしびである」（箴言二〇章二七節）。また、人の霊はゴムのようです。縛られたり、圧迫されたり、加重がかかったりすると、それは動くのをやめ、力をたくわえ、「跳ね上がり」ます。圧迫を感じたら、その圧迫が何か突き止めなければなりません。「圧迫されているのはあなたの体ですか？」と尋ねられるなら、おそらくその人は、「違います。内側が縛られているのを感じます」と言うでしょう。それでは、「縛られ」、「圧迫されている」のは何でしょう？それは霊ではないでしょうか？霊は、圧縮されるか、膨張するかです。霊は、縛られているか、自由であるかです。人の霊がその可能性や潜在力を発揮するのは、それがキリストに結合され、聖霊によって強められて、「暗闇の勢力に立ち向かう」時だけです。*


  
    * 霊にしたがった歩みのこの面に関するさらに十分な洞察については、「聖徒と戦い」をご覧ください。この部分は「聖徒と戦い」からの抜粋です。

  


  



  霊の人はキリストにあって「完全に成長」している


  



  使徒の描写によると、「霊の」人はキリストにあって「完全に成長した」人でもあります。コリント人への第一の手紙には、霊的な信者と肉的な信者の鮮やかな対比が描かれています。肉的な――肉の――信者は、福音の最も初歩的な要素である「乳」で養われることしかできません。それに対して、「完全に成長した」「霊の」人は、「神の深い事柄」を受け入れることができます。「私たちがそれらの事柄を語るのは、人の知恵が教える言葉によってではなく、御霊が教える言葉によってであり、霊の事柄――これは真理のことではなく、地上の物質と同じくらい現実的な事柄、事実、実体です――を霊の人に解き明かすのです」（コリント人への第一の手紙二章十、十三節、改訂訳欄外）。


  また、使徒が明らかにしているように、「魂的な人」「魂の人」は、肉的な「キリストにある幼子」と同じように、御霊に属するこれらの「事柄」を受け入れることができません（コリント人への第一の手紙二章十四節）。なぜなら、魂的な知性や知恵にとって、それらは愚かに見えるからです。「霊的な」人たちだけがそれらを識別して、確かめることができます。それらは、物質的な事柄と同じように、実際に「確かめる」ことができるのです！「霊の」人は「すべての事柄を確かめます」。なぜなら、霊の人は聖霊によって、すべての事柄の内なる霊的起源を見抜き、感覚や視覚の覆いを貫いて、すべての事柄の背後にある霊的真実に至ることができるからです。しかし、「魂の」人は天然的な知性しか用いることができないため、知性の及ばない領域には至れません。魂の人は、すべての事柄を「天然的な」領域の中で確かめられるだけで、それ以上進めないのです！


  「『霊の人』は理解力において成熟している」と使徒は記しています。パウロの手紙の中の、「霊の」人と「完全に成長した」人に関する節を全部注意深く調べるなら、どうして信者の内で魂と霊を切り離すことが、「霊的な」段階、「完全に成長した」段階に至る条件なのかがわかります。「完全に成長した」段階は、知識、教え、霊の事柄を見分けることと、何度も関係づけられています。それらはみな、魂と関係があります。


  使徒は手紙の中で次のように記しています。


  
    「私たちは『完全に成長した人』の間では知恵を語ります。」

    （コリント人への第一の手紙二章六節、改訂訳欄外）

    「思いにおいて子供であってはなりません。

    　思いでは成熟していなさい。」

    （コリント人への第一の手紙十四章二〇節、改訂訳欄外）

    「私たちは知恵を尽くしてすべての人を教えています。

    　それは、完全な人をささげるためです。」

    （コロサイ人への手紙一章二八節。同じギリシャ語が「完全に成長した」と訳されています）

    「固い食物は完全に成長した人たちのためです。彼らは訓練の結果、

    　その機能が活用されて、善悪を識別することができるのです。」

    （ヘブル人への手紙五章十四節、改訂訳）

    「こういうわけで、完全な人*はみな、この思いを持とうではありませんか。」

    （ピリピ人への手紙三章十五節）

  


  
    * 「理解力において成熟した」。「完全」は「幼子」の対句です。コリント人への第一の手紙二章六節の「完全に成長した」と同じギリシャ語。

  


  パウロはコロサイ人のために、「どうかあなたたちが、あらゆる霊的知恵と理解力によって、神の御旨の知識で満たされますように」（コロサイ人への手紙一章九節）と祈っています。また、あやまちに陥った兄弟を回復するよう命じられているのは「霊の」人です。なぜなら、霊の人だけが天的な知恵を用いることができるからです。あやまちに陥っている兄弟を優しく愛する一方で、神の観点から忠実に罪を対処するには、天的な知恵が必要です。*


  
    * ガラテヤ人への手紙六章一節

  


  使徒はまた、「ついに私たちはみな、信仰の一と神の御子を知る知識の一に到達し、一人の完全に成長した人になって、キリストの豊満の身の丈の度量にまで到達します」（エペソ人への手紙四章十三節、改訂訳）とエペソ人に書いています。ここで再び、知識が完全な成長とキリストの豊満に関連づけられています！「信仰の一」は、キリストの奥義的からだの特徴であるべきであり、その「豊満の身の丈」をもたらします。しかし、個々の肢体が完全に成長した段階に到達して「霊の」人にならないかぎり、「信仰の一」が現されることはありえません。そしてまた、魂と霊の分離がなされないかぎり、各肢体はそのように「霊的」になれません。魂と霊が切り離される時、霊は復活の主に完全に結合されます。そして、知性などの機能を持つ「魂の器」は、最初のアダムの劣ったいのちからではなく、神意識の領域から、霊によって力づけられ、支配されます。


  



  霊の人は「愛において完全にされる」


  



  この「完全」（「完璧」）という言葉は、コリント人への第一の手紙二章六節では、「完全に成長した」（改訂訳欄外）と訳されています。パウロはこの言葉を頻繁に知性や知識と関係づけていますが、使徒ヨハネは愛と関係づけています。彼は、信者が「愛において完全にされる」ことについて語り（ヨハネ第一の手紙四章十八節）、どのように「完全な愛が恐れを締め出し」、「完全にされた愛」が「裁きの日に大胆さ」を与えるのかについて告げます。ですから、ヨハネの手紙によると、「霊の」人とは、魂の愛情を神の愛で完全に満たされている人であり、霊の中に住んでいる方から流れる愛で全く完全に満たされている人です。「神は私たちの内に住んでおられ、そして神の愛が私たちの内に『全うされ』るのです」と使徒は記しています。魂の器は神の愛で完全に満たされるため、それは神の愛に関してその度量・容量の限界まで「完璧」であり、「恐れ」の入り込む隙間や余地はありません。


  信者の霊の中に住んでいる方の神聖な愛は、魂の器を通して自由に流れることができます。しかし、ヨハネが言っているのは、その事実以上のことです。実はヨハネは、霊の人の御霊による生活、すなわち、「神意識」の領域の中に生きてその中に住むことが何を意味するのかを描写しているのです。「神は愛です。愛の中に住んでいる人は神の中に住んでおり、神もその人の中に住んでおられます」（ヨハネ第一の手紙四章十六節）。愛の霊によって生き、それによって歩む「霊の人」は、このように「神の中に住んで」います。もし「恐れ」や「憎しみ」が入り込むなら、その人は魂の領域に下って天然的な魂のいのちの要素を大目に見ていたか、あるいは、悪霊どもの攻撃によって霊の中で神と協力するのをやめていたのです。これに気づいたら、直ちに十字架に行き、魂的な要素を十字架の分離する力に渡さなければなりません。また、神に向かってそれを「罪」と呼び、ヨハネ第一の手紙一章七節にしたがって血潮の清めの適用を求めなければなりません。それと同時に、暗闇の勢力に抵抗し、再び「神のすべての武具」を取って、勝利しなければなりません。


  



  霊の人は「全うされて」すべての信者と「一つになる」


  



  「霊の人」は全うされて、キリストにある他の人々と一つ霊となります。コリント人への第一の手紙二章六節で使われている「全うされる」という言葉を、主イエスも大祭司の祈りの中で用いて、ご自身が贖った者たちの合一を描写されました。その合一を可能にするために十字架へ行く前の晩、これが彼の心の中に負担としてありました。「父よ、あなたがわたしの中におられ、わたしがあなたの中にいるように、彼らもわたしたちの中にいるためです。（中略）それは、わたしたちが一つであるように、彼らも一つとなるためです。わたしが彼らの中におり、あなたがわたしの中におられるのは、彼らが全うされて一つとなるためです」（ヨハネによる福音書十七章二一～二三節、改訂訳）。御父と御子の間に存在する本質的結合（霊と霊による本質の結合）が、神にある信者同士を結び合わせます。主の御言葉は明白です、「わたしたちが一つであるように、彼らも一つとなるためです！」。御父と御子は完全（完璧）に一つであり、聖霊によって信者の霊の中に住んでおられます。ですから必然的に、この同じ霊の結合が信者の間にも存在することになります。「霊の」人は、愛なる神にあってキリストと一つであるだけでなく、他の人々の中に住んでおられる神とも一つなのです。ですから、（１）分裂、（２）えこひいき（ヤコブの手紙三章十七節、改訂訳）、（３）党派心（ガラテヤ人への手紙五章二〇節、改訂訳）として現れる天然の魂のいのちを少しでも大目に見るなら、信者は神の中に十分に住むことはできません。


  



  霊の人は「光の中を歩む」


  



  再び、使徒ヨハネは「霊の」人について記します、「神が光の中におられるように、私たちが光の中を歩むなら、私たちは互いに交わりを持ち、御子イエス・キリストの血は、すべての罪から私たちを清めます」（ヨハネ第一の手紙一章七節）。光の中を歩めるのは、神意識の領域（神が内住している霊）の中に生きる人だけです。魂の領域に下ることは、光なる方と結合されている「霊」を、不透明な器の中に沈めるようなものです。そんなことをすれば、霊の光は曇り、さえぎられてしまいます。光なる神の中に住んでいる信者は、光の中に住み、光の中を歩みます。そして、その光の中で神と交わり、光の中に住んでいる他の人々と交わります。「魂のいのち」の侵入により、また周囲の世の罪との接触から、罪は光の中に住んでいる信者に無意識のうちに触れるかもしれませんが、イエスの血はすべての知られざる罪から絶えず清め続けます。*


  
    * 違反による既知の罪に対しては、ヨハネ第一の手紙一章九節がその解決策です。

  


  「神は光であって、神の中には少しの暗闇もありません」*。「自分の兄弟を愛する者は、光の中に住んでいます」**。これは、使徒パウロが記している、昇天のいのち、キリストと共に神の中に隠されているいのち***です。主イエスは、エルサレムの二階の部屋で別れの言葉を語った時、弟子たちにこのいのちについて話されました。そしてペンテコステの日に、弟子たちはこのいのちを聖霊によって実際に経験しました。その時、栄光を受けたイエスの霊が彼らの霊の中に入り、彼らは魂の領域の中から引き上げられて、栄光の主と霊的に一つとされました。彼らは主の中に住み、主は彼らの中に住まわれました。それゆえ、「世」は信じました。世の人々は、御霊に満たされた群れの一つを見ました。その群れは「愛において完全にされ」、あらゆる「恐れ」を取り除かれました。彼らは光の中を歩んでいたため、アナニヤが見せたような罪深い利己主義は彼らの間に存在することを許されませんでした****。世の人々はこれを見ました。


  
    * ヨハネ第一の手紙一章五節（訳注）

    ** ヨハネ第一の手紙二章十節（訳注）

    *** コロサイ人への手紙三章三節（訳注）

    **** 使徒の働き五章一～十一節（訳注）

  


  キリストのからだのすべての肢体は、このように「霊的」になって、復活の主との合一により、自分のいるべき所に調整され（全うされ）なければなりません。これは、キリストとその教会にとって、大きな意味があります。これらすべてに関する光により、「魂」と「霊」の違いを信者が理解する重要性は、どんなに高く評価しても評価しすぎることはありません。なぜなら、信者が成長して完全な「霊の」人になること、すなわち、自分の霊を理解して霊の事柄を識別・確認できる人になることは、感覚意識の中で「肉にしたがって」生きるのをやめることにかかっているからです。魂や体の支配から完全に霊を解放されることによって全く聖別され、三位一体の神によって内住されている人、そして自分の達したところにしたがって歩んでいる人は、さらなる「完全」（完成）を目指して進みます（ピリピ人への手紙三章十五、十六節）。


  最初の新生の段階からキリストのいのちの中で完全に成長するまで、どれくらい時間がかかるのかは明言できません。使徒がコリント人に用いた言葉と、ヘブル人への手紙の著者が用いた言葉は、多くの人がかなり長い間「依然として肉的な」幼子の段階にとどまっていたことを責めています。彼らは、他の「幼子たち」を完全な成長に導く教師になっていなければならなかったにもかかわらず、霊のいのちが弱かったため、まだ乳を必要としていました。明らかに、幼子の段階は長引くことも、早く終わることもありえます。この段階を通常の時間で計る必要はありません。おそらく、幼子の段階が長引くか早く終わるかは、信者が理解した真理の程度と、信者の知識・自己放棄の程度によるのでしょう。いずれにせよ、信者の姿勢が成長と大きく関わっていることを、ヘブル人への手紙の著者の言葉は明らかにしています。彼は、「あなたたちは『耳が鈍くなっており』、福音の初歩をもう一度教わる必要があるのです」と言って非難したばかりの人々に、「キリストについての初歩の言葉を後にして、完全な成長を目指して進もうではありませんか」（ヘブル人への手紙六章一節、改訂訳）と書き送りました。この言葉は、パウロがピリピ人への手紙第三章で記した言葉とほぼ同じです。その章でパウロは、自分がひたすら前進していたことを告げています。彼は、「すでに完全にされている」とは思っていませんでしたが、「私たち完全な（完璧な、完全に成長した）者は………」と言うことができました。彼はこのような思いで、キリスト・イエスにおいて上に召してくださる神の目標に向かって前進していたのです。


  



  霊の人と「霊の体」


  



  コリント人への第一の手紙十五章四四節に述べられている「霊の」体は、これまで考えてきた霊的段階の論理的帰結です。信者は復活のとき、この霊の体を着せられるでしょう。使徒は、「霊のものが最初ではなく、天然のものが最初であり、それから霊のものが来ます」（四六節）と記しています。キリストにある幼子は、「依然として肉的」ですが、ローマ人への手紙第六章を理解することにより、肉にしたがって歩むことをやめ、御霊にしたがって歩むようになります。そのとき、彼は「魂と霊の切り分け」を理解して、「霊の人」になります。思いは新しくされ、魂と体は神がご自身を現す媒体となります。今、三部分からなる人の本来の序列が回復されます。すなわち、


  
    解放された霊（神意識の座）の中で、

    器である魂（自己意識の座）と

    しもべである体（感覚意識の座）により、聖霊が支配されます。

  


  今、その人は真に「霊的」です。あるいはもっと乱暴に、「その人は『魂』の器の中に住む『霊』であり、肉体という死ぬべき『体』の中に閉じ込められている」と言ってもいいでしょう。主が天から現れる時、体は完全に贖われます。パウロはこれを次のようにはっきりと述べました。


  
    「私たち自身も、うめきながら、子としていただくこと、

    　すなわち、私たちの体の贖いを待ち望んでいます。」

    （ローマ人への手紙八章二三節）

    「私たちは救い主、主イエス・キリストを待ち望んでいます。

    　キリストは私たちの卑しい体を変貌させ、

    　ご自身の栄光の体に同形化してくださいます。」

    （ピリピ人への手紙三章二〇、二一節）

    「私たちは上からの住まいを着せられるでしょう。

    　それは死ぬべきものが、いのちによって飲み尽くされるためです。」

    （コリント人への第二の手紙五章四節）

  


  ですから、体はまだ「天然の」体であり、死ぬべき体であり、土の器（コリント人への第二の手紙四章七節）です。それは、死んで地に蒔かれるまで、あるいは、主が来られる時、一瞬のうちに変えられるまで、「霊の体」に復活させられることはありません。


  しかし、日々聖霊の支配の下に生きる「霊の」人は、来たるべき体の贖いをますます「切望」するようになります。なぜなら、霊の人が御霊によって歩む時、ローマ人への手紙八章十一節にしたがって、体はいのちを与える霊の力にあずかるからです。「もしイエスを死人の中から復活させた方の霊が、あなたたちの中に住んでいるなら、キリスト・イエスを死人の中から復活させた方は、あなたたちの中に住んでいる彼の霊のゆえに、あなたたちの死ぬべき体をも生かしてくださいます」（改訂訳欄外）。天然の魂のいのちを十字架の力によって絶えず「失う」時だけ（マタイによる福音書十六章二四～二六節）、「死ぬべき体を生かす」この実際の力を、「イエスを死人の中から復活させた」御父のまさに同じ霊によって、信者は知ることができます。なぜなら、いのちを与える霊が魂と体に自由に力を与える時だけ、死ぬべき体は聖霊によって生かしてもらえるからです。


  コリント人への第二の手紙四章十～十二節の使徒の示唆的な言葉は、信者の生活のこの段階と関係があります。魂の容量や機能を用いて、聖霊から流れ込む霊のいのちを得るには、魂のいのちが「失われ」なければならないように、「得る」ために「失う」というこの同じ原則が、死ぬべき体にも働かなければなりません。ですから、こう記されています、「いつもイエスの死をこの体に帯びていますが、それはイエスのいのちが私たちの体において現されるためです」。


  天の大祭司は霊の剣で魂と霊を切り離されます。信者がこの働きに自分を明け渡すとき、魂を生かす肉のいのちは次第に失われ、御霊のいのちが流れるようになります。それと同じように、信者が十字架の道を歩み続け、「苦しめられ、途方にくれ、迫害され、打ち倒され」、「耐えられないほどの圧迫を受けて、生きる望みを失う」（コリント人への第二の手紙一章八、九節）とき、「イエスの死」が死ぬべき体に継続的に縫い込まれます。それは信者が、死人を復活させる神に信頼し、「イエスのいのち」を現すためです。イエスのいのちは死ぬべき体を支え、生かします。イエスのいのちを「得る」ために、このようにいのちを「失う」ことは、信者が主を知ることを求め続けるとき、聖霊によって実現されます。使徒は次のように記しています、「私たち生きている者は、絶えず死に渡されています。それは、イエスのいのちが、私たちの死ぬべき体において現されるためです。こうして、死は私たちのうちに働き、いのちはあなたたちのうちに働くのです」*。


  
    * コリント人への第二の手紙四章十一、十二節（訳注）

  


  「死ぬべき体」にとって、これは苦痛です。しかし、これらの神の深い事柄を「確かめ」られる「霊の」人には、次のことがわかります。すなわち、その死といのちの内なる働きは、主とその民にとって、決定的に重要な二つの結果を意味するのです。


  １．イエスのいのちが、霊の宮から魂の諸部分を通して自由に流れ、圧倒的な力で「死ぬべき体」を生かすとき、それは信者自身にとってだけでなく、他の人々にとってもいのちを意味します。生ける水の川々の約束の中で主が描写されたように、このいのちはキリストの全教会を生かすいのちです。


  ２．死ぬべき体がこのように生かされることは、「御霊の保証」です。体はこの保証により、「死ぬべきものがいのちによって飲み尽くされる」時のために備えられつつあります。使徒は、「まさにこの事のために、私たちに働いてくださった方は神です。神は私たちに御霊の保証を下さいました」（コリント人への第二の手紙五章四、五節）とさえ書いています。


  



  霊の人が直面する危険


  



  真に「霊的」になった信者、すなわち霊によって魂と体を治めている信者は、戦いの領域を出たわけではありません。むしろ、エペソ人への手紙六章十～十八節に記されているように、いっそう難しい戦いの段階に入ったのです。エペソ人への手紙二章六節では、その人は「キリストと共に天上に座らされて」いると述べられています。しかし後の所では、彼が「高きところ」にいる悪の霊の軍勢と「格闘」している様子が描かれています。彼は特に、悪魔の「策略」に立ち向かわなければなりません。


  これからわかるように、戦いの中にある霊的な信者は、おもに霊の敵の巧妙な霊的策略に対して警戒しなければならないのです。敵は霊的な信者を、ガラテヤ人への手紙五章十七節に描写されている肉と霊の戦いよりも、霊の領域に関する事柄に巻き込もうとします。


  戦いのこの局面における暗闇の勢力の策略は、霊の人を霊にしたがってではなく、ある程度魂にしたがって歩ませること、すなわち、神の聖霊と協力している霊によってではなく、感覚領域の中にある事柄によって歩ませることに、おもに向けられています。


  サタンの欺く霊どもは、人の霊の偽物を魂の領域に造り上げることができます。霊的な信者はこれを理解しなければなりません。これは重要です。欺く霊どもは、策略を用いて外なる人に接触することにより、次に霊からではない動きをその人の中に生じさせることにより、これを行います。このような動きは霊的に見えるかもしれませんが、いったん主導権を握ると、真の霊の動きを封じて圧倒するほど強くなります。もし信者がこのような敵の戦略を知らないなら、たやすく真の霊の動きを棄ててしまうでしょう。「霊にしたがって歩んでいる」つもりなのですが、霊的な感覚の偽物にしたがっているのです。


  真の霊の動きがやむ時、「神は今、新しくされた思いを通して導いておられます」と悪霊どもはほのめかすかもしれません。これは、悪霊どもの偽りの働きと、人が霊を用いていないことを隠すためのたくらみです。それと同時に偽りの光が思いを照らし、続いて偽りの推論や判断などが生じます。その人は、「自分は神からの光を持っている」と思います。なぜなら、自分が「霊にしたがって歩む」ことをやめてしまったこと、そして今、天然的な思いにしたがって歩んでいることに、気づいていないからです。


  霊の人が直面するもう一つの危険は、肉（体）にしたがって歩ませようとする、サタンの欺く霊どもの巧妙なたくらみです。欺く霊どもは、人が「霊的」だと思う感覚を体の中に生じさせることにより、「自分はなおも霊にしたがって歩んでいる」という確信をもって、人を肉にしたがって歩ませようとします。これらの策略を打ち破るには、信者は次のことを理解しなければなりません。すなわち、超自然的事柄を知覚するあらゆる肉体感覚だけでなく、通常の事柄を知覚する過度の肉体感覚をも拒まなければならないのです。なぜなら、両方とも思いを「霊にしたがって歩むこと」から逸らして、肉体的な感覚に向かわせるからです。過度の肉体感覚は、精神集中を絶えず邪魔する妨げでもあります。敵は、霊的な信者の「肉体感覚」を「攻撃」することによって、精神の集中を乱し、霊を覆おうとします。ですから、体を平静に保たなければなりませんし、完全な統制の下に置かなければなりません。この理由により、過度の笑いや、精神と霊を支配するまでに肉体のいのちを高揚させる「衝動的行動」は、すべて避けなければなりません。「霊的」になって神のいのちの中で「成熟」することを願う信者は、あらゆることで行き過ぎ、不節制、極端を避けなければなりません。（コリント人への第一の手紙九章二五～二七節参照）


  人の肉体的部分が支配して、人が体に感じる超自然的経験を誤解するとき、体は霊の働きをさせられる羽目になります。そして、体は真の霊の動きを抑圧する最悪の立場に無理矢理置かれることになります。このような状況のもと、体は圧迫を感じ、葛藤を感じます。こうして、精神と霊の代わりに、体が「感覚」となります。信者は、真の霊の感覚を識別することを学ばなければなりませんし、それを見分ける方法を知らなければなりません。霊の感覚は、感情的（魂的）な感覚や肉体的な感覚ではありません。（マルコによる福音書八章十二節、ヨハネによる福音書十三章二一節、使徒の働き十八章五節などを参照）*


  
    * マルコによる福音書八章十二節「イエスは霊の中で深くうめいて言われた」。ヨハネによる福音書十三章二一節「イエスはこれらの事を言い終えると、霊の中で騒ぎ、証しして言われた」。使徒の働き十八章五節「パウロは霊の中で迫られて」（欽定訳、訳注）

  


  信者の多くは、無知のせいで、「霊にしたがって歩んでいる」と感じつつ、「魂にしたがって」、すなわち思いや感情にしたがって歩んでいます。信者は活気に満ちた霊の力を奪われています。悪魔の勢力は、あらゆる策略を用いて信者をおびき寄せ、魂や体によって生きさせようとします。時として、閃く幻を心に見せたり、祈りのとき思いに出現したり、強烈な喜びや生命の躍動感を体に与えたりします。


  外から与えられる超自然的現象や感覚領域の経験に頼ることは、内側の霊のいのちを妨げます。感覚による「経験」というエサにより、霊の真実な領域に生きる代わりに体の外側の領域に生きるよう、信者はおびき寄せられてしまいます。そのとき信者は、自分の中心から行動することをやめ、自分の周辺領域で外側の超自然的働きに捕らえられ、無意識のうちに内側で神と協力することをやめてしまいます。そして、霊の敵と戦う聖霊の器官である霊は、機能停止に陥り、黙殺されてしまいます。なぜなら、その信者は感覚的経験に満たされているからです。その結果、霊は事実上、導く働きをやめてしまいますし、奉仕や戦いの力を与える働きもやめてしまいます。


  聖霊と協力せずに働く人の霊から、深刻な危険が生じます。霊が魂から「切り離されて」支配的になるとき、霊は欺く霊どもの影響を全く別の方法で受けるようになります。前に示したいずれかの方法により、あるいは他の方法により、（無意識のうちに）聖霊と協力するのをやめてしまった人のことを考えましょう。その人はなおも自分の霊によって導かれており、「自分の力強い霊は神の力の証拠である」と考えます。なぜなら、他の方面で聖霊が自分を用いて魂を勝ち取られるのを、その人は見るからです。このような幻想のもと、その人の霊の中に怒りが込み上げてくるかもしれません。その人は、その怒りは全く神からのものであると考えて、怒りをぶちまけます。しかし、真の識別力を持つ他の人々は、明らかに神からではない荒々しい調子に気づきます。祈る人が警戒していなければ、語る時だけでなく、戦いの時にも、このようなことがすぐに起きてしまうでしょう。悪魔的な力は、直接的に、または魂的な感情を通して、霊に影響を及ぼします。


  悪霊は人自身の内に働く神の働きを真似します。人が聖霊と協力していない時、人の霊は悪霊の影響を受けます。神と共に歩むことを求める信者は、この影響を理解する必要がありますし、察知する必要があります。霊的だからこそ、信者の「霊」は霊の領域の二つの力に対して開かれているのです。信者はこれを知る必要があります。もし「霊の領域で自分に影響を及ぼせるのは、聖霊だけである」と考えるなら、確実に誤りに導かれるでしょう。もしそうなら、信者は絶対に間違いを犯さなくなるはずです。しかし、信者は目をさまして祈る必要がありますし、神の真の働きを偽物から区別するために、理解力の照らしを求める必要があるのです。


  「霊的」な信者は、エペソ人への手紙第六章に記されている天的戦いの啓示を、深く熟慮しなければなりません。そして、「神のすべての武具」の経験的な意味を完全に知るよう努めなければなりません。敵の猛攻の「邪悪な日」に際して、信者は神のすべての武具を「取り」、用いなければなりません。


  この現在の時における神の霊の負担は、キリストのからだの肢体を完成させること、完全に成熟させることです。それは、キリストの再来が速やかに起きて、キリストとその共同の相続人たちの千年間の統治が実現されるためです。こうして、世界は平和になり、サタンは敗北します。サタンは穴に投げ込まれ、この世の王国は主とそのキリストの王国となります。


  「主イエスよ、速やかに来てください。アーメン」


  



  
    解放された！イエスにあって解放された！

    我らは主の死の中に深く植えられた。

    主はいのちの力を解放し、

    主の霊の息を息吹かれる。

    その時、復活のいのちの力により、

    我らは霊の中で強められ、

    魂と体を治め、

    体の肢体は争いをやめる。


    



    解放された！イエスにあって解放された！

    我らは復活の主に結合された。

    戦いの祈りであなたは勝利し、

    主の勝利を宣言する。

    主の栄光の自由により解放され、
蔓延する暗闇を超越する。

    罪と死の法則は今や、

    主のいのちによって征服される。


    



    Ｍ．Ｍ．
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